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は じめに

本研究は、感情体験についての一連の研究の第3報 であ り、本稿では、驚き、寂 しい、空 しい

及び愛 しいの4感 情 について、それ らの感情 を最 も強 く感 じた体験 の自由記述に基づいて、その

感 陦の特徴 を分析する。

第1報(上 杉喬、榧場真知子、馬場史津2002)に おいては、嫉妬、憎い、怒 りの感情体験 を分

析 した。その結果、嫉妬体験は、①好意 ・愛情に関する嫉妬、②能力に関する嫉妬、③モノに関

する嫉妬の3種 類があり、その嫉妬感情が生起する特徴 は、A自 分 にとって大切なモノ(所 有 し

たい好意 ・愛情、所有 したい能力、所有 したい物)が 、B自 分ではな く、C身 近な人にある(好

意 ・愛情が向け られる、能力を持っている、物 を所有 している)と いう3者 関係において、C身

近な人に対 して嫉妬感情が生 じるとい うものであった。また、憎い及び怒 り体験は、①他者か ら

の行為、② 自分の行為、③社会的事象の3種 類があ り、その憎い ・怒 り感情が生起する特徴は、

A自 分 にとって大切なモノ(大 切にしている人、大切にしている物、大切に している心)が 、B

行為者(他 者、 自分、社会的事象 の行為者)と の2者 関係 において、B行 為者によって、A大 切

なモノが 「奪われる」または 「壊される」場合 に生 じるというものであった。憎いと怒 りは、類

似 した特徴を有するが、その違いは、憎いが 自身の直接的被害と、また怒 りがより間接的な被害

と結びついている点にあった。

第2報(鈴 木賢男、鈴木国威、上杉喬2003)に おいては、喜び及び悲 しいの感情体験 を分析 し

た。その結果、喜び及 び悲 しい体験 は、① 人の存在に係わるもの、② モノに係わるもの、③心

(好意 ・愛 隋や充実)に 係わるものの3種 類があ り、喜びの感情 は、A自 分にとって大切な人 ・

モノ ・心(大 切 にしている人、大切にしている物、大切にしている心)が 、B自 分 自身との2者

関係において、B自 分 自身がA大 切な人 ・モノ ・心を 「得る」場合 には喜びが、逆に、「失 う」

場合には悲 しみが生 じるというもので、その意味で喜びと悲 しみは、それが生起する上で 「得 る

⇔失う」の対極的な関係 にあることを明 らかにした。
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本研究においても、驚 き、寂 しさ、愛 しい、空 しいの4感 情が生起する特徴 を検討するもので

ある。

方 法

1.調 査質問紙

本研究で使用 した質問紙 は、『体験 した感情』 として、嫉妬、後悔、憎い、満足、屈辱、空 し

い、愛 しい、不安、喜び、苦 しい、驚 き、恐れ、怒 り、寂 しい、充実、嫌悪、ため らい、恥ずか

しい、悲 しい、失望の20感 情 を挙げ、「あなたの今 までの体験の中で、次の1か ら20の ような感

情を最 も強 く抱いた体験 ・出来事を思い出 して、それがどんな出来事だったのか、分かるように

書いて下 さい。 また、その出来事がいつ頃(何 才位)の 事 なのか も書いて下 さい」 と教示 し、

『その感情を体験 した出来事』を30字 程度のスペースに自由記述するものであった。

2.調 査対象 ・時期 ・手続 き

B大 学の 「感情心理学」の授業において、1999年 度(227名)、2000年 度(190名)、2001年 度

(190名)の 受講生、合計607名 を対象 に、授業初 日に調査用紙を配付 し、翌週の授業に提出とい

う手続 きをとった。調査は記名式であった。

3.感 情 体 験時 の年令

一つ の出 来事 に対 して1つ の年令 が記 されて いたの は
、「驚 き」 は535名(88.1%)、 「寂 しい」

は480名(79.1%)、 「愛 しい」 は472名(77.8%)、 「空 しい」 では475名(78.3%)で あ った。上

記以外 は、複数 の年令 または年令 に幅(期 間)の ある記述で あったが、 これ らについ ては複 数 の

年令の場合 には感情 を強 く抱い た初 め ての年令(5才,15才 →5才)と す るこ とに し、年令 に幅 の

あ る記述 につ いては中央値(高 校 時代→16才)と し年令 を換算 した。

研究1驚 きについて(分 担執筆 上杉 喬)

1.驚 き体験の分類

調査対象者606名 のうち、驚 き体験を具体的に記述 した者は578名(95.4%)、 記述 しなかった

者 は28名(4.6%)で 、 この28名 中5名 は 「あまりない」「これ といってない」 とす るもので、

23名 がブランク(無 記入)で あった。

驚き体験 は、「驚きの対象(誰 に、 また何 に驚いたか)」 と 「驚 きの状況(ど ういう場合、状況

で驚いたか)」 によって分類することとした。

1-1驚 きの対象(誰 に、また何に驚いたか)に よる分類

驚 き体験 の578名 の記述か ら 「驚 きの対象(誰 に、また何 に驚いたか)」 について分類 した と

ころ、次の45の カテゴリー(1)～45))に 区分することがで き、45の 内容はさらに5つ(1.～

V.)に まとめることがで きた。(注)体 験時の年令 を()内 に示す。

1.大 切なものを得ることに関するもの

1)大 学 ・高校 ・中学への合格や資格 ・免許の合格:例 えば、「中学入試の繰 り上が り合格(12
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才)」 「受からないといわれた高校 に受か ったとき(15才)」 「大学の合格発表をもらったとき

(18才)」 「珠算三級に合格 したとき(12才)」

2)思 いがけない所での友人 との出会いや著名人 を見かけたこと:「 駅で昔の友達に会ったとき

(19)」 「越谷にいるはずがない人に越谷で会った(20)」 「東京で芸能人を見たこと(15)」 な

ど

3)好 きな人か らの愛の告白や思い もよらない愛の告 白:「 好きな人か ら告 白されたとき(14)」

「突然、告白された とき(18)」 「塾のチューターか ら告 白されたとき(17)」 」など

4)入 賞や受賞、代表や主役 に選ばれた:「 習字で文部大臣賞をとれたとき(14)」 「弁論大会で

入賞 したとき(14)」 「自分が答辞に選ばれたこと(18)」 など

5)友 人 ・家族の好意 ・愛情:「 友達 に自分の考えを否定されると思 った らかばって くれた(17)」

「私のために泣 く友達がいた(20)」 「親が私の知 らない ところで私を心配 しているのに気付 く

(18)」 など

6)突 然の ・お もいがけないプレゼン ト:「20才 の誕生日に思いがけないプレゼン トをもらった

か ら(20)」 「ブラン ドのバ ックをい きな り親が買 って くれた とき(19)」 「初めて犬を貰った

時(5)」 など

7)で きないと思っていたことができた:「 初めて逆上が りができた時(8)」 「チャリで熊谷まで

行った とき(19)」 「自分の限界がここまでと思っていた事が、やってみた ら限界 と思 ってい

たことができたとき(19)」 など

8)誕 生パーティや誕生祝:「 誕生 日の 日、内緒でパーティを企画して くれた とき(19)」 「20才

の誕生 日に多 くの人が祝って くれたこと(20)」 など

9)自 然のすばらしさにふれた:「 初めて登山に行った時、山を見て(5)」 「天の川を初めて見た

とき(17)」 「地球 を宇宙からの映像で見たとき(10)」 など

10)宝 くじや懸賞 に当選:「 親戚の人が宝 くじで3000万 円当たった とき(15)」 「宇多田ヒカル

のライブのチケットが当選 したこと(19)」 「懸賞 に当たったとき(19)」 など

11)自 然や宇宙の神秘を知った:「 朝顔の発芽(6)」 「宇宙の神秘 を知ったとき(例 えば、ビッ

グバ ンとか)(10)」

H.大 切 なもの を失うことに関するもの

12)親 類 や友人などの死:「 朝起 きてみたら、ひいおじいちゃんが亡 くなっていたとき(9)」

「自分 の友達が突然死んで しまったとき(12)」 「好 きなミュージシャンが死 んだことを知って

(18)」 「いとこが自殺 したと聞いたとき(20)」 「友人が 自殺未遂をした(20)」 など

13)親 族や友人などの病気:「 母が突然入院 した とき(17)」 「父が癌 を宣告 された とき(18)」

「昔の友人が、すごく体調 を崩 していて、その話を聞いたとき(19)」 など

14)好 きな人が他の人 と付 き合 っている(三 角関係):「 先輩が夏休みの間に同じサークルの彼

女をつ くっていた こと(19)」 「自分が好 きな人 と友達が付 き合 っていることを知った とき

(16)」 など

15)気 がついたら間に合わない時刻:「 大会で起 きたら集合時間だったとき(19)」 「初めてのバ

イ トでPM6時 か らなのに起 きたのがPM5時55分 だったとき(18)」

16)人 に怪我させた(大 失敗):「 弟に怪我をさせたとき(11)」 「屋上でバスケ ットをやってい

た時、道路にボールが落ちた」

17)受 験不合格:「 現役(高 三)の 時、全部、大学に落ちたこと(18)」
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皿.思 いもよらない事実 ・出来事 ・考 え方に関するもの

18)自 分、家族、友人 に関す る意外 な事実:「 偶然知 り合 った子が、後輩の従兄弟だったこと

(15)」 「友達の意外な一面を見たとき(10)」 「祖父が血のつなが りが無いと知った時(再 婚な

ので)(7)」 「父親 に離婚歴が3回 あ り、 しかも異母兄弟が数人いると知ったとき(16)」 「自

分の家系が癌家系だったこと(19)」 など

19)自 分 と違 う他人の行為や考え方:「 友人に異性 についての話を聞いて考え方が全 く違ったと

き(18)」 「自分が他の人とは違 うと気付いた(4)」 「アメリカに行 き、ホス トファミリーとの

話 し、考え方の違いに(16)」 など

20)意 外な出来事:「 いきなり空に鳥の大群が押 し寄せて きたとき(9)」 「アパー トに家出少女

が来たとき(19)」 「妹が停学になった とき(19)」 など

21)思 い もよらない付 き合い:「 友人が意外な人と付 き合っていると聞いたとき(19)」 「友人が

いつの間にか彼女がで きていたとき(16)」 「友達が異性 とつき合いだした(13)」 など

22)演 奏 ・プレーなどのレベルの高さ:「 試合を観ていて、その レベルの高さに驚いた(16)」

「千住真理子がツィゴイネルワイゼ ンを弾いているのを見て、その超絶技 に驚いた(20)」 な

ど

23)自 分自身の新たな面:「 ステージで全 く緊張 しない自分 に(19)」 「自分の中の醜い感 隋に気

づいたとき(14)」 など

24)家 族 ・友人の思い もよらない行為:「 父親が子 どものように1人 で怒っていた(19)」 「家の

外へ出たら、祖父が タヌキをさばいていた時(9)」 「友人の夜逃げ(19)」 など

25)桁 外れの出来事:「 友達 と夜12時 から朝7時30分 まで、7時 間半連続電話 したこと(20)」

26)超 常現象や神秘体験:「TVでUFO番 組を見た とき(19)」 「金縛 りにあった時(17)」 「夜中

に猫 に 『オイ』 と言われた とき(1g)」

27)親 しい人の犯罪行為:「 高校の先生が捕 まったとき(事 件を起 こした)(18)」 「友人が ドラ

ッグをや っていることを聞いた(20)」 「友達が万引 きを していることを知ったとき(17)」

28)全 く同 じ出来事:「 家族全員が同 じ所 にほくろがあることを知ったときのこと(7)」 「コン

サー トにいってCDと 同じだったとき(15)」 など

29)親 ・友人の不倫 ・浮気:「 父が浮気 をしているのを知ったこと(16)」 「バイ ト先で上司 とバ

イ ト仲間が不倫 してたこと(19)」 など

30)世 の中の複雑 さ:「 世の中の複雑 さを実感 しととき(20)」 など

IV.思 いもよらない大きな変化

31)親 しい人や著名人の結婚や妊娠 ・出産:「 先輩が突然結婚することになったとき(20)」 「結

婚で きるのだろうか?と 思 っていた兄が突然結婚すると言 ったこと(19)」 「い じめられてい

た子が結婚 して子供 もいると分かったとき(18)」 「幼な じみの男の子が来年の3月 にパパに

なるということを知ったとき(19)」 「我聞に子供がいたこと(19)」 など

32)身 体や精神の大 きな変化:「 成長期に1ヶ 月2cm身 長が伸 びた(13)」 「17kgやせた自分 とや

せる前の写真を見比べたとき(19)」 「子 ども嫌いだったの に、可愛 く思 えて来た時(21)」

「成人式で再開 した友人の変わりよう(20)」 など

33)親 しい人が会社 ・学校 ・バイ ト・部活などを辞めた:「 いつのまにか父が会社 を辞めていた

(14)」 「まじめだった友達が、上司と問題 を起 こし会社 を辞めてしまったこと(20)」 「彼女、

彼氏 ともに仲の良かったカップルが別れた と聞いたとき(19)」 など
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34)突 然の物音や静寂:「 テレビを見ていたら停電 になったこと(9)」 「夜の静かなときに突然

すごい物音がしたとき(18)」 など

V.身 の危険を感 じる出来事

35)交 通事故や怪我:「 車 にはねられた瞬間(5)」 「海に行って波に巻 き込まれた とき(5)」 「頭

の上に時計が落ちて来た時(15)」 「車 にひかれそうになったとき(16)」 など

36)テ ロや通 り魔事件など:「 貿易センタービルがテロリズムにあった(20)」 「池袋で通 り魔が

出たとニュースで聞いた時(20)」 「ケンカに巻 き込まれ、流血 したとき(13)」 など

37)ゴ キブリやヘビなど:「 ゴキブリが上か ら降って来たとき(16)」 「自分 に向かってゴキブリ

が飛んで来た(19)」 「目の前 に蛇がいた(ア オダイショウ)(17)」 など

38)脅 かされる:「 肝試 しで脅かされた時(6)」 「何 もしていないのに、知 らない人に怒鳴られ

た時(14)」 「中1の ときに、数学の授業中にこっそ りと友達に手紙(メ モ)を 渡 した ら、そ

れが先生に見つかって、手紙 を取 り上げられたこと。心臓が飛び出る1歩 手前だった(12)」

39)怖 い出来事:「 お化け屋敷 にいった時(6)」 「初めてジェットコースターに乗った時(8)」

「気球から落ちる夢をみたとき(10)」 など

40)人 や動物の急な飛び出し:「 バイクに乗 っていた時、急 に猫が飛び出してきた時(20)」 「バ

イ トの帰 りに真っ暗な物陰から急に人がでてきた(18)」 など

41)襲 われる:厂 自分の苦手な犬が飛びかかって来たとき(19)」 「学校に行 く途中、 自転車 に乗

っているのに、相手 も自転車の痴漢に遭 って触 られた(15)」 など

42)隣 家が火事:「 高校の頃、隣の家が火事になって、す ぐ近 くまで火がまわってきた とき(17)」

など

43)飼 い犬の残酷な行為:厂 冬、雪の中、鳥が飛べな くなって助けようとしたら、家の犬が飛び

かかって殺 してしまったとき(18)」 など

44)大 震災:「 阪神大震災(16)」 など

(注)以 上の44の 内容(小 分類)い ずれもにも該 当 しない もの7記 述 を45)そ の他 としたが、

r何に驚いたのか」が不明な記述なので省略 した。

1-2驚 きの状況

驚 き体験の記述か ら 「どうい う場合、状況で驚いたか」について分類 したところ、578名 の記

述内容は、全 て、次の6分 類のいずれかに属するものであった。

1)予 想外 の(予 想 しなかった、予想以上の)出 来事

例 えば、「絶対に受か らない と思っていた試験 に受かった とき(17)」 「友達だと思っていた人

から告白されたこと(12)」 「伊丹十三が自殺 してしまったこと(19)」 「相手が予想 していた人

とは違って、素直で優 しかったこと(19)」 「い じめられていた子が結婚 して子供 もいると分か

った とき(18)」 「体重が10kg近 く増 えていたとき(18)」 「友人が、私の家の前で交通事故を

起 こしたこと(10)」 など

2)想 像外の(思 いもよらない、想像することもできない)出 来事

「思い もよらない人から告白されたとき(19)」 「電話で親友か ら私の恋人と付 き合いたい と聞

かされたとき。す ぐには口をきけなかった(20)」 「エンパイア ・ステイ トビルに飛行機が突っ

込んだ時(22)」 など

3)偶 然(た またま)の 出来事
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「大学内で幼なじみに偶然会った(20)」 「町で偶然有名人を見つけたとき(18)」 など

4)突 然(急 に出現する)出 来事

「自分が好意を寄せていた人から、突然告 白された(19)」 「突然 プレゼントを渡された(18)」

「皆がい きなり誕生 日パーティをやって くれたとき(20)」 「一緒に住んでいたおじいちゃんが

突然亡 くなったとき(16)」 「高校時代、友人が突然学校 を辞めたとき(17)」 「自転車のブレー

キが切れたとき(19)」 など

5)初 めて体験する出来事

「野球の試合で初めて勝 ったとき(14)」 「は じめて海外へ行 った時、見 るもの全てに対 して

(20)」 「サーカスをは じめて見 に行 ったとき(5)」 など

6)希 な(め ったにない)出 来事

「5000人 の中の1人 に選ばれた時(19)」 「自分が模試で偏差値70を 取 ったとき(20)」 「一 目

ぼれした とき、世の中にこんな顔があるんだと驚いた(24)」 「電車の中で、腕の毛がものすご

く長い人を見たとき(16)」 など

1-3驚 き体験の感情価
一般に
、感情体験は、快感情V.S.不快感情を軸 とす る固有の感情価(プ ラス感情V.S.マ イナス

感情、またはポジティブ感情v.s.ネガティブ感情)を 示す。喜び体験は、その感情価の強 さにち

がいはあっても、プラス(ポ ジティブ)の 内容を示 し、悲 しみ体験 は、マイナス(ネ ガティブ)

な内容を示す。

これに対 し、驚 き体験の場合 には、

1)感 情価 としてプラス(ポ ジティブ)感 清を示す事象

2)感 情価 としてマイナス(ネ ガティブ)感 情 を示す事象

3)感 陦価 として中性(中 間)感 情 を示す事象

のあることが示 された。

結 果

1.驚 き体 験 の 「対象(誰 に 、また何 に)」 の分布

表1.1.に 、 「驚 きの対 象(誰 に、 また何 に驚 い たか)」 によって分類 した5つ の分 類 と45の カ

テ ゴリーの 年令区分別分布 を示す 。

1)驚 き体 験5つ の大 分類毎 の出現頻 度 は、『1.大 切 な もの を得 る ことに対 す る驚 き』が196名

(33.4%)、 『1.大 切 な もの を失 うことに対す る驚 き』が70名(12.1%)、 『皿.思 い もよらな

い事 実 や 出来事 や考 え方 に対 す る驚 き』 が128名(22.1%)、 『IV.思 い もよ らない大 きな変

化 に対 す る驚 き』 が80名(13.8%)、 『V.身 の 危 険 を感 じる 出来 事 に対 す る驚 き』 が97名

(16.8%)、 『その他』(7名 、1.2%)で あ った。

2)『1.大 切 な もの を得 るこ とに対す る驚 き』 で は、出現頻度10名(1.7%)以 上 につ い て見 る

と、1位 は 「大 学 ・高校 ・中学 へ の合格 や資 格 ・免 許 の合 格」(60名 、10.4%)で 、2位 は

「思 いが けない所 での友 人 との出会 い や著名人 を見 か けた こ と」(27名 、4.7%)、3位 は 「好

きな人 か らの愛 の告 白や思 い もよらない愛 の告 白」(25名 、4.3%)、4位 は 「で きない と思 っ

てい た こ とがで きた(成 功)」(22名 、3.8%)、5位 は 「入 賞や受 賞、代表 や主役 に選 ばれ た」
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表1-1驚 き体験の対象別分布と年齢区分別分布

内 容 度数 %
年齢区分

4～5 6～8 911 12～14 15～17 1820 21^24

1.大 切

な もの を

得 る

1 大学 ・高校 ・中学へ の合格 や資格 ・免許の合格 60 10.4 2 20 38

2 思いがけない所での友人との出会いや著名人を見かけたこと 27 4.7 5 19 3

3 好きな人からの愛の告白や思いもよらない愛の告白 25 4.3 4 9 12

4 で きない と思 ってい たことがで きた(成 功) 22 3.8 1 3 5 13

5 入賞や受賞、代表や主役に選ばれた 17 2.9 2 1 5 5 4

6 友人 ・家族の好意 ・愛情 11 1.9 1 9 1

7 突然の ・お もいがけ ないプレゼン ト 10 1.7 1 2 1 1 5

8 誕生パーテ ィや誕生祝 8 1.4 2 6

9 自然 のすば らしさにふれ た 7 1.2 1 2 a 1 i

10 宝くじや懸賞に当選 7 1.2 1 2 4

11 自然や宇宙の神秘を知った 2 0.3 1 1

(小計) 196 33.9 2 7 4 15 52 111 5

II.大 切

な もの を

失 う

12 親族や友人などの死 37 6.4 1 1 4 4 8 18 1

13 親族や友人などの病気 18 3.1 1 4 5 8

14 好 きな人が他の人 と付 き合 っている(三 角関係) 9 1.6 2 5 2

15 気がついたら間に合わない時刻 3 o.s 3

16 人に怪我させた(大 失敗) 2 0.3 1 1

17 受験不合格 1 0.2 1

(小計) 70 12.1 1 2 5 8 16 35 3

ID.思 い

もよらな

い事実 や

出来事 や

考 え方

18 自分 、家 族、友人に関す る意外 な事 実 28 4.8 3 4 2 6 13

19 自分と違う他人の行為や考え方 20 3.5 1 1 4 12 2

20 意外な出来事 16 2.8 1 1 3 z 9

21 思 い もよ らない付 き合い 12 2.1 1 1 9 1

22 演奏 ・プ レーな どの レベルの高 さ 9 1.6 1 3 4 1

23 自分自身の新たな面 9 1.6 2 2 5

24 家族 ・友 人の思いも よらない行為 6 1.0 2 1 3

25 桁外れの出来事 6 1.0 2 3 1

26 超常現象や神秘体験 6 1.0 2 2 2

27 親しい人の犯罪行為 6 1.0 2 4

28 全く同じ出来事 4 0.7 1 1 1 1

29 親 ・友人 の不倫 ・浮気 4 0.7 1 3

30 世の中の複雑さ 2 0.3 2

(小計) 128 22.1 3 5 12 6 27 70 5

IV.思 い

もよらな

い大 きな

変化

31 親しい人や著名人の結婚や妊娠・出産 33 5.7 1 4 27 1

32 身体や精神の大きな変化 29 5.0 1 4 3 18 3

33 親 しい人 が会社 ・学校 ・バイ ト ・部活 な どを辞めた 14 2.4 1 1 5 7

34 突然の物音や静寂 4 0.7 1 2 1

(小計) 80 13.8 2 1 6 12 54 5

V.身 の

危 険 を感

じる出来

事

35 交通事故や怪我 36 6.2 5 3 3 3 10 11 1

36 テロや通り魔事件など 13 2.2 2 2 8 1

37 ゴキブ リやヘビな ど 12 2.1 2 2 8

38 脅 かされる 8 1.4 1 2 1 2 1 1

39 怖い出来事 8 1.4 3 3 2

40 人や動物の急な飛び出し 7 1.2 1 5 1

41 襲われる 5 0.9 1 3 1

42 隣家が火事 3 o.s 1 1 1

43 飼い犬の残酷な行為 3 o.s 1 2

44 大震災 2 0.3 1 1

(小計) 97 .: 10 8 z 10 21 38 3

45 その他 7 1.2 1 1 2 3

合 計 578 100.0 16 24 30 46 130 311 21
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(17名 、2.9%)で あ った。

3)『II.大 切 な もの を失 うこ とに対 す る驚 き』 で は、1位 は 「親族 や 友 人 な どの死」 の37名

(6.4%)、2位 は 「親族 や友人 な どの病気」 の18名(3.1%)で あ った。

4)『 皿.思 い もよ らない事実 や出来事 や考 え方 』で は、1位 は 「自分 、家族 、友人 に関す る意外

な事実」(28名 、4.8%)、2位 「自分 と違 う他人 の行為 や考 え方」(20名 、3.5%)、3位 「意外

な出来事」(16名 、2.8%)、4位 「思い もよらない付 き合 い」(12名 、2.1%)で あ った。

5)『IV.思 い も よらな い大 きな変化 」 で は、1位 は 「親 しい人 や著名 人 の結 婚 や妊 娠 ・出産」

(33名 、5.7%)、2位 「身体 や精神 の大 きな変化」(29名 、5.0%)、3位 「親 しい人が会社 、学

校、バ イ ト、部活 な どを辞 めた」(14名 、2.4%)で あ った。

6)『V.身 の危 険 を感 じる出来事 』で は、1位 「交通事 故や怪我」(36名 、6.2%)、2位 「テ ロや

通 り魔事件 な ど」(13名 、2.2%)、3位 「ゴキ ブ リやヘ ビな ど」(12名 、2.1%)で あ った。

2.驚 き体 験 の 「状 況」

表1-2の 右 欄(最 下段)は 、驚 きが どうい う場 合 にまた どうい う状 況 で体 験 され たのか、そ の

出現頻度 を示す もので ある。

「予 想外(予 想 しなか った 、予 想 以 上 の)出 来 事 」 に分 類 され た もの が最 大 で 、281名

(48.6%)、 予 想外 よ りもよ り予想外 レベ ルの高 い 「想像外(思 い もよらない、想像 する こ ともで

きない)出 来事 」 が72名(12.5%)、 さ らに予 想 してい な い とい う点 で は予 想外 で はあ るが 、

「偶 然(た また ま)の 出来事」 とと らえてい る ものが8名(1.4%)あ っ た。 これ らは、いず れ も

大 き く 「予想 外 」 に含 まれ る と考 え られ るので 、合 わせ る と 「予想 外」 の出現頻 度 は、361名

(62.5%)と な った。

また、予 想 がつ か ない とい う意味 で は、予 想外 と も言 え るが、体 験 の し方 と して、 「突 然 の

(急 に出現 す る)出 来事」 が150名(26.0%)、 「初 めて体 験す る出来事」 が14名(2.4%)で 、 そ

の出来事が 「希 な(め った にない)出 来事」 として驚 きの対 象 となった と考 え られ る ものが、53

名(9.2%)で あ った。

3.驚 き体験 の感情価

表1-2の 左 欄(最 下段)は 、驚 き体験 の具体 的 内容 が感 情価 と して、 プラスv.s.マ イ ナス及 び

中性(フ ラ゚ス ともマ イナス とも言 えない)の いず れ に属す るか の頻 度 を示 した もので ある。578

名 の 記述 内 容 は、 「感 情 価 と して プ ラス(ポ ジ テ ィ ブ)感 情 を示 す 事 象 」 の記 述 が268名

(46.4%)、 「感情価 と してマ イナス(ネ ガテ ィブ)感 情 を示す事 象」が208名(36.0%)、 「感情価

と して 中性(中 間)感 情 を示す事 象」が102名(17.6%)に 分 布す る もので あった。

4.驚 き体験 の 「対 象」 と 「状 況」

表1-2の 右 欄 は驚 き体 験 の 「対 象」 と 「状 況」 の クロス表 で あ る。5分 類 毎 に 「状 況 」 の構

成%を 見 る と、 『1.大 切 な もの を得 る こ とに対 す る驚 き』 で は、 いわ ゆる 「予想 外(予 想 外 ・

想像外 ・偶 然)」 が67.3%、 「希 な」が14.3%、 「突然」 が13.8%を 示 し、 『II.大 切 な もの を失 う

こ とに対 す る驚 き』で は、 いわゆ る 「予想外 」が64.3%、 「突然」が45.7%、 『皿.思 い もよ らな

い事実 や出来事 や考 え方』 では、い わゆる 「予想外」 が77.3%、 「希 な」が16.5%、 『IV.思 い も

よ らない大 きな変化 』 では、いわ ゆる 「予想外 」 が70.0%、 「突然」 が30.0%。 ま た、 『V.身 の

危険 を感 じる出来事』 では、いわ ゆる 「予想外 」 が32.0%、 「突然」 が61.9%を 示 した。

5.驚 き体 験 の 「対 象」 と 「感情価」

表1-2の 左 欄 は、驚 き体 験 の 「対象」 と 「感 情価 」 の クロス表で あ る。5分 類毎 に、 「感情価 」

68



表1-2対 象 と感情価及び対象 と状況のクロス表

対 象
感 情価 状 況

止 宀
目疋 中性 否定 合計 希な 初めて 突然 偶然 想像外 予想外 合計

1.大 切 な

ものを得る

i
入字 ・咼板 。甲字への曾惜や貧格 ・兜
許の合格

60 60 1 59 60

2
思いがけない所での友人との出会 いや
著名入 を見かけたこと

26 1 27 3 7 8 9 27

3
好 きな人からの愛の告日や忠い もよら
ない愛の告 白 25 25 9 3 13 25

4 入賞や受賞、代表や主役 に選ばれた 15 2 17 11 1 2 3 17

5 友人 ・家族の好意 ・愛情 11 11 11 11

6 突然の ・おもいがけないプレゼン ト 10 10 1 4 5 10

7
できない と思っていたことがで きた

(成功)
22 22 9 3 10 22

8 誕生パーティや誕生祝 8 8 5 3 8

9 自然のすばらしさにふれた 7 7 5 2 7

10 宝 くじや懸賞に当選 7 7 5 2 7

ii 自然や宇宙の神秘 を知った 2 2 2 2

193

.・

3

1.5

196 28

14.3

9

4.6

27

13.8

8

4.1

7

3.6

117

59.7

196

100.0

II.大 切 な

ものを失 う

12 親類や友人などの死 37 37 24 13 37

13 親族や友人などの病気 2 16 18 2 5 i 10 18

14
好 きな人が他の人 と付 き合 っている
(三角関係) 1 8 9 6 3 9

15 気がついたら間に合わない時刻 3 3 3 3

16 人に怪我させた(大 失敗) 2 2 2 2

17 受験不合格 1 1 1 1

3

4.3

67

95.7

70 2

2.9

32

45.7

9

12.9

27

51.4

70

ioo.o

皿.思 い も

よらない事

実や 出来事

や考え方

18 自分、家族、友人に関する意外な事実 9 14 5 28 4 3 21 28

19 自分と違う他人の行為や考え方 2 13 5 20 1 1 13 5 20

20 意外な出来事 1 8 7 16 1 3 3 9 16

21 思いもよらない付 き合い 1 11 12 1 1 10 12

22 演奏 ・プレーな どのレベルの高 さ 9 9 6 1 2 9

23 自分 自身の新たな面 2 4 3 9 9 9

24 家族 ・友人の思いもよらない行為 3 3 6 2 2 2 6

25 桁外れの出来事 1 5 6 5 1 6

26 超常現象や神秘体験 5 1 6 6 6

27 親 しい人の犯罪行為 6 6 4 z 6

28 全 く同 じ出来事 3 1 4 4 4

29 親 ・友人の不倫 ・浮気 4 4 4 4

30 世の中の複雑さ 2 2 z 2

28

21.9

66

51.6

34

26.6

128 21

16.5

1

0.s

7

5.5

36

as.i

63

49.2

128

100.0

IV.思 い も

よらない大

きな変化

31 親 しい人や著名人の結婚や妊娠 ・出産 30 3 33 8 25 33

32 身体や精神の大きな変化 14 10 5 29 4 1 24 29

33
親 しい 人 か会 杜 ・字 校 ・ハ イ ト ・AI～猜
な どを辞 め た

1 13 14 8 2 4 14

34 突然の物音や静寂 i 3 4 4 4

44

55.0

15
..

21

26.3

80 24

30.0

3

3.8

53

66.3

80

ioo.o

V.身 の危

険 を感 じる

出来事

35 交通事故や怪我 36 36 24 i ii 36

36 テ ロや通 り魔事件など 1 12 13 13 13

37 ゴキブ リやヘビなど 12 12 12 12

38 脅かされる 3 5 8 8 8

39 怖い出来事 7 1 8 4 3 1 8

40 人や動物の急な飛び出し 1 6 7 7 7

41 襲われる 5 5 3 2 5

42 隣家が火事 3 3 3 3

43 飼い犬の残酷な行為 3 3 3 3

44 大震災 2 2 a 2

12

12.4

85

87.6

97 2

a.i

4

4.1

60

61.9

17

175

14

14.4

97

ioo.o

45 その他 3 3 1 7 7 7

合計
26&

46.4

102

17.6

208

36.0

578

ioo.o

53

9.2

14

2.4

150

26.0

8

1.4

72

12.5

281

48.6

578

100.0
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の構 成%を 見 る と、『1.大 切 な もの を得 るこ とに対 する驚 き』 で は、プ ラス感 情 に属 す る もの

が98.5%、 中 性感1青が1.5%、 マ イナス感 情 は0%で 、 これに対 し、 『II.大 切 な もの を失 うこ と

に対す る驚 き』 で は、 プ ラス感情 は0%、 中 性 感 情 は4.3%、 マ イナス感 情 が95.7%で あ った。

『皿.思 い もよ らない事実 や出来事 や考 え方』 では、 フ ラ゚ ス 感情21.9%、 中 性感i青51.6%、 マ イ

ナス感情26.6%で あ り、 『W.思 い もよ らない大 きな変化 』で は、 プラス感 情55.0%、 中性 感情

18.8%、 マ イナス感 情26.3%で あ っ た。 また、 『V.身 の危 険 を感 じる出来事』 にお いて は、 プ

ラス感 情 は0%、 中性感情 は12.4%、 マ イナス感情 が87.6%を 示 した。

4

1.驚 き体験578の 記述から、「どういう場合、状況で驚いたか」について分類 した結果、全ての

驚 き体験 は、1)予 想外の出来事、2)想 像外の出来事、3)偶 然の出来事、4)突 然の出来事、

5)初 めて体験する出来事、6)希 な(め ったにない)出 来事のいずれかであ り、 これ らは、

いずれ も、広い意味での予想外(予 期 しなかった、予想以上の、思いもよらない、想像 でき

ない、偶然の、突然の、初めての、めったにない)の 事象 に対する体験であった。

このこ とは、驚 きの感情が、「予想外」の事象に対 して生起する感情であるとい う特徴を持

っていることを示す ものである。同時に、体験する(し ている)事 象が 「予想外」であると

いうことは、それ らの事象に直面 したその瞬間は、「初めて」の体験 と同 じであることを意味

することになる。 ここか ら、さまざまな感情(喜 、怒、悲、嫌、etc)を 意識 させ る諸対象

(諸事象)に 我々が直面 した時、最初に意識する感情が 「驚 き」であることが示唆される。

2.驚 き体験は、「驚 きの対象(誰 に、また何に驚いたか)」 についての分類から、その内容が大

きく5つ に分類で きることが示 され、これ らの対象や事象の感情価は、『大切なものを得 る』

内容の場合 には、(例 外的に中性感情 を示す もの もあるが)ほ とんどがプラス(ポ ジティブ)

感情を示 し、反対に、『大切なものを失 う』内容の場合には、ほとんどがマイナス(ネ ガティ

ブ)感 情 を示すものであった。

このことは、先行研究(鈴 木賢男、鈴木国威、上杉喬2003)に おいて、「大切なものを得る」

ことが喜び(プ ラス感情)と 結びつき、また 「大切なものを失 う」 ことが悲 しみ(マ イナス

感情)と 結 びついていることと一致 し、このような場合 に、我々が、まず驚 きの感情を意識

し、次いで喜び(ま たは悲 しみ)の 感情が意識 されるという推論を可能にするものである。

また、厂身の危険を感 じる出来事」の場合 には、一部は中性感 情を示すが、多 くはマイナス

(ネガティブ)感 情を示 した。このことは、「交通事故や怪我」 また 「テロや通 り魔事件など」

に対 し、先行研究(上 杉喬、榧場真知子、馬場史津2002)に おいて、怒 り(マ イナス感情)

や憎い(マ イナス感情)が 結びついていることと一致 し、このような場合に、我々がまず驚

き、ついで怒 りや憎いなどの感情を意識するという推論 を可能にするものである。

これに対 し、『思い もよらない事実 ・出来事 ・考え方』においては、中性感情がほぼ半数を

示 し、プラス感 清のものとマイナス感情のものが、残 りを分け合っていた。また、『思い もよ

らない大 きな変化』では、プラス感情が半数を超えるが、中性感情 もマイナス感 清も20%前

後を占めていた。これらの結果は、驚 きの感情 を引 き起 こし意識させ る事象が、固有の感情

価(プ ラスv.s.マイナス及び中性)を 持 ってお り、我々が、まず驚 き、ついで、固有の感 隋価

と結びついた諸感情が生 じ意識するということを示唆するものである。
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なお、驚 きの感情 が プラス感 情、マ イナス感情 、お よび中性感 情 のいず れ とも結 びつ い てい

るこ とは、感情 イメー ジに関す る先行研 究(上 杉喬1981,1983,1984,1989,1998)と も一

致 し、他 の諸感 情(例 えば、喜 び、悲 しみ、恐 れ 、怒 り、嫌 い な ど)が 、 それ ぞれ、 固有の

プラス感 情ない しマイナス感情 のいずれ か と結 びついてい るこ ととの差異 を示 す ものである。

研究2寂 しいについて(分 担執筆 岡本 かお り)

1.寂 しい体験の分類

調査対象者607名 のうち、寂 しい体験 を具体的に記述 した者は588名(96.87%)、 記述 しなか

った者は19名 であった。自由記述 によって収集された 「寂 しい」 という感情 を最 も強 く抱いた

体験は、次の28の カテゴリー(1)～28))に 分類することが出来た。

(注)体 験時の年令を()内 に示す。

1)卒 業:「 高校卒業 したこと(18才)」 「授業 も終わ り、卒業 も間近に迫った時(15才)」

2)行 事/出来事:何 か特別な行事やイベ ン トをきっかけに、あるいは出来事や事件をきっかけに

「寂 しい」体験 をしたもの。「ク リスマスを一人で過 ごした時(18)」 「誕生 日を忘れられた

(15)」 「デパー トで迷子 になったとき(8)」 など。

3)動 物やペッ トの死:「 小鳥が死んで しまったとき(11)」 「ナリタブライアンが死んだ(18)」

4)身 近な人の死:祖 父母、親戚、友人の死去によるもの。「友人が自殺 したとき(17)」 「祖母が

亡 くなった とき(21)」 「じいちゃんが死 んでもう会えないんだと感 じるとき(19)」

5)死/老 い1生について考えたとき:人 の寿命や限界、老いを感 じて。「死 について考 えた夜(19)」

「生 きている意味を考 えたとき(い つ も)」「人間は死ぬ時は一人だと気付いたとき(12)」 な

ど。

6)漠 然 と:明 確な出来事はないが、なんとなく孤独 を感 じたもの。「ときどき定期的に理由もな

く(～22)」 「青年期危機か?!(16)」 「ふ と自分は一人だと思ったとき(20)」

7)季 節 を感 じて:「 冬の香 りを感 じたとき(18)」 「秋の風が吹 くと感 じる(20)」

8)環 境への不適応:新 しい環境や、学校生活等に馴染めないでいたとき。「大学に入 って間もな

い頃(18)」 「転校 したてのころ(10)」 「登校拒否(15)」 など。

9)集 団/人 と一緒のとき:集 団の中にいるのだが溶 け込めないとき。「友人の輪の中に入れなか

ったとき(11)」 「集まりなどで自分が素直に一緒に楽 しめない時(18)」

10)人 ・集団から離れたとき:一 定時間一緒 に過 ごした人 ・集団から離れたとき。「親戚、従兄

弟が集まって遊んで皆が帰ったあと(9)」 「にぎやかだった部屋から皆が帰って、一人になっ

た(20)」

11)病 気 ・怪我:体 調の不良や病気 ・怪我な どをした。「風邪で学校 を休 んで寝込んでいて、一

人ぼっちのとき(8)」 「病院に入院 したとき(18)」

12)留 守番:「 はじめて一人で、一 日中留守番をしてたとき(5)」 「一人で留守番をしていると

き(10)」

13)日 常 的な分離:度 々繰 り返された、あるいは日常的な両親 との分離体験。「母親が仕事に行

く前に泣 きついたこと(5)」 「か ぎっ子で一人で家にいたとき(小 学生)」

14)両 親1親 しい人の不在(短 時間):家 族 ・両親が急に居 なくなったり、分離 させ られたもの。

「家 に帰 ったらいつ もいるはずの母親がいなかった(7)」 「暗闇で目覚めたら隣に母親がいな
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かったこと(4)」 「仲の良い友達が学校 を休んでいなかった(14)」 など。

15)長 期間の分離:親 しい者や家族 と、理由があって長期間、分離 した体験。「友人が留学 した

(16)」 「母親が入院 して家にいなかった(7)」 「夏休みに自分以外の友人がいっせいに実家 に

帰 って しまった(19)」

16)別 れ:二 度 と会えない、あるいは滅多に会えな くなるような別離体験。「友達が引越 しを し

て しまった(12)」 「ホームステイから帰って きたとき(18)」 「友達が高校を辞めて、新学期

を迎 えた時(17)」 など。

17)無 理解や誤解:真 意を分かってもらえない、誤解をされた、相手 を信用で きないなどの対人

関係上の行 き違い。「クラスの皆 とケンカをしている最中(6)」 「努力 しても評価されなかっ

たとき(15)」 「友人に裏切られたとき(17)」

18)存 在1認知:存 在や発言が無視された り気付いて もらえない とき。「小学校の時に受けたい じ

めで、クラスの女子 に無視 された(10)」 「仲の良い友達が自分を抜かして遊んでいたのを知

ったとき(15)」 「誰 もかまってくれなかったとき(19)」

19)連 絡(電 話 ・メール)が 取れない:友 人と連絡が取れない、電話 を切るときなど、間接的な

コ ミュニケーション ・ッールから感 じたもの。「メールを送 っても返事が来なかった(19)」

「何人かの友人に電話 して、そのあと一人になった時の瞬間(17)」

20)一 人暮 らし:主 に大学入学時、一人暮 らしを始めた直後 に感 じたもの。

21)一 人で食事:一 人で食事をする際に感 じたもの。

22)一 人で何か している:「 一人で家でTVを 見るとき(19)」 「一人で旅をしていた とき(20)」

23)一 人でいる:「 急 に一人になるとき(17)」 「一人で部屋 にいるとき(18)」 「何 もすることが

な くて一人でいるとき(い つ も)」など。

24)夜:「 夜一人で家 にいた(19)」 「夜、時々(16)」 「夜一人で寝ているとき(19)」 など、夜

と明記 してあるもの。

25)恋 愛:好 きな人 と思うように会えない、恋愛が上手 くいかず切 ない思いをして。「好 きな人

に会えないとき(19)」 「彼女が二股 したとき(20)」

26)失 恋:厂 彼女 と別れたとき(20)」 「好 きな人に彼女がいると分かった とき(19)」

27)他 者の恋愛1幸せ を見て:「 友達に彼氏が出来た とき(17)」 「買い物先 などで仲の良さそう

なカップルがた くさんいる時(19)」

28)受 験 ・浪人:受 験や浪人で、人 との違いや孤独 を感 じて。「浪人中、ずっと勉強 していた と

き(18)」 「浪人中、大学へいった友人が地元に帰ってきたとき(19)」

結 果

1.寂 しい体 験の分布

1)寂 しい体 験 の分 類 カテ ゴリー ご との頻度 を、表2-1に 示 した。最 も強 く寂 しい と感 じた体験

は、 「一 人暮 ら し」 で あ った(83名14.12%)。 つ いで 「一人 の とき」(41名6.97%)、3位 は

「長期 間の分離」(38名6.46%)、4位 「存在1認 知」(32名5.44%)5位 「無 理解や誤解 」(31名

5.27%)で あ った。

2)寂 しい とい う感 情 を最 も強 く感 じたの は何歳 ぐらいの 出来事 だったの か、年齢 の頻度 との 関

係 を集計 した ところ3歳 か ら24歳 と幅広 い報告 があ った。 尚、 年齢不明 の38名 の 内訳 は、無
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表2-1寂 しい体験 と年齢別頻度

年 齢
内 容

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 24 (不明) 総計

卒 業 1 4 6 1 12

行事/出来事 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2 1 19

ペ ツトの死 1 1 1 1 2 1 3 1 1 12

身近な人の死 1 1 1 1 2 1 1 1 9

死/老 い/生 を考えて 1 1 1 1 1 1 1 7

漠然と 1 1 3 1 6 4 3 8 27

季節を感じて 1 1 1 1 4

集団/環境不適応 1 1 1 2 2 2 2 2 1 14

集団/人 と一緒のとき 1 1 2 1 6 1 1 2 15

集団/人 と離れたとき 1 1 1 3 1 4 3 14

病気/怪 我 1 1 1 3 1 1 2 6 16

留守番 1 3 4 3 4 2 2 2 1 22

分離不安 2 1 1 7 2 1 1 3 18

両親の不在 5 4 3 3 3 4 2 1 1 26

長期の分離 1 1 2 1 4 11 10 5 1 2 38

別 れ 1 3 1 2 4 3 2 1 2 2 3 2 4 1 31

無理解や誤解 1 1 1 2 1 1 3 1 3 3 3 4 3 2 1 1 31

存在/認知 2 1 1 2 5 4 1 3 1 1 5 2 1 3 32

連絡(電 話/メ ール) 1 1 2 1 4 1 10

一人暮 らし 1 1 45 30 6 83

一人で食事 1 1 3 3 1 1 10

一人で何か している 1 1 2 1 2 1 8

一人の とき 3 1 1 1 1 1 1 4 7 7 6 1 1 6 41

夜 1 1 1 1 1 2 6 2 1 5 21

恋 愛 3 2 12 7 3 2 29

失 恋 1 1 4 5 4 ノ 1 16

他者の恋愛倖せ 3 3 4 1 1 1 13

浪人/受 験 3 5 1 9

合 計 3 10 15 12 22 13 16 17 18 11 9 16 22 24 34 117 118 55 13 2 2 38 587



記名 であ った者21名(55.26%)、 「いつ も」 厂ときどき」 な どと頻度 で書い た者12名

(31.58%)、 「子供の頃」「秋から冬」など特に年齢 を指定 しなかった者5名(13.16%)で あっ

た。「小 ・中 ・高校で」などと複数記述 には一番幼い年齢を、「小学校」「中学校」「高校」 と

書いてあった ものに対 しては間をとって9歳 、14歳 、17歳 とし、「今」 とい うものには 「20

歳」 とした。最多年齢 は19歳(118名20.07%)、 次いで18歳(117名19.90%)、3位20歳

(55名9.35%)で あった。本調査は大学生が対象の調査であるが、実年齢 と寂 しい体験の報

告年齢は近接 していた。寂 しい と最 も強 く感 じた体験は、約半数の者が18歳 か ら20歳 の間だ

と報告 した。

3)寂 しい体験と年齢の関係

「留守番」 「日常的な分離」「両親/親 しい者の不在」は共に、4歳 か ら10歳 に多 く報告があ

った(55名10%)。 「恋愛」「失恋」 「他者の恋愛/幸せ」では16歳 か ら21歳 に報告が集中 した

(52名9.45%)「 集団/環境不適応」「集団/人と一緒のとき」「集団1人 と離れたとき」では14歳

か ら20歳 に比較的集中 した。「行事/出来事」「別れ」「無理解や誤解」「存在/認知」では3歳 か

ら21歳 の範囲で幅広 くみられた。

考 察

1.寂 しい体験は、年齢ごとの行動範囲と対人関係が影響 を及ぼしていると思われる。半数の者

が 「一人暮 らし」をあげたことか ら、大学入学 を機 に親元から離れて一人暮 らしを始める際に、

感 じることが多い体験だと思われる。家族 ・地理 ・人間的環境から離れて、新生活 を始める段

階で強烈 な印象 をもつのだろう。また3～5歳 の幼児期 に寂 しい体験 をしたという者は、「留守

番」「習慣化された分離」 「両親襯 しい者の不在」 を中心であ り、分類 されたカテゴリーは9

個であった。 これ らの年齢では家族に守られて過ごす時間が多 く生活環境 も限 られている。両

親が居ないことによって寂 しさを体験 したとい うのもうなづけよう。6歳 ～12歳 の学童期 とな

ると、引 き続いて 「留守番」体験、その他 に引越 しなどによる 「別れ」、「病気催 我」の体験、

「無理解や誤解」「存在1認知」の度数 も増 え分類 カテゴリーも22個 であった。13～17歳 をみる

と、思春期 に入るためか報告されたものは 「集 団/人と一緒 のとき」 「連絡(電 話 ・メール)」

「他者の恋愛!幸せ」「恋愛」 と分類カテゴリー も増 え、対人関係 を通 しての寂 しい体験が述べ

られた。16歳 以上か らは寂 しい体験 はカテゴリー全般に広がるが、「習慣化 された分離」の報

告はなくなり、「留守番」「両親の不在」 も各一人に留まった。我々は年齢 とともに行動範囲が

広が り、様 々な体験をするようになる。すると自然、求める対象 も内容も増え、叶わないこと

や手 に入 らない もの も生 じて くるだろう。両親が傍 にいて くれれば満ち足 りていた世界か ら、

友達や恋人を求め、共感や理解を欲するようになる。求めるものが欠けているときに寂 しい体

験が生 じると仮定すると、年齢とともに社会的で対人関係的な分類カテゴリーが増 えて寂 しい

体験 も多様化する ものと考 えられよう。

2.報 告された寂 しいと最も強 く感 じた体験の状況は、「一人ぼっち」や 「孤独」 を実感するとき

と言えるのではないだろうか。その状況が人によって異なるので、「誕生 日を忘れ られた」 り、

「じいちゃんが死んでもう会えないんだと感 じるとき」であった り、「大勢の人 といるのに孤独

を感 じ」 た り、「クラス全員 に無視 されてとて も寂 しかった」 りするのだろう。カテゴリー分

類の内容 を本調査では28個 に分類 したが、言い換えればそれは28通 りの 「一人ぼっち」や
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「孤独」を実感する状況と考えられる。

研究3愛 しいについて(分 担執筆 平宮正志)

1.「 愛 しい」体験 の分類

調査対 象者607名 の うち,「 愛 しい」体験 を具 体 的 に記述 した ものは573名(94.4%),記 述 し

な か った もの は34名(5.6%)で あ り,こ の34名 中10名 は 「愛 しい体験 が ない」 とす る者 で,

24名 が ブ ランク(無 記 入)で あ った。

愛 しい体験 をその対 象 ・状 況 ・内容 によって分類 した ところ,以 下 の ように(合 計567名)分

類す る こ とがで きた。1～IXは 対 象 による分類,1～12は 状 況 に よる分類,1)～37)は 内 容 に

よる分類 を表 している。(注)体 験時 の年令 を()内 に示す 。

1.好 きな人(恋 人,友 人等)を 対象 として感 じた

1.好 きな人その人自身に対 して心を許 した

【恋人を対象 として】

1)好 きな人のことを考え感 じた:例 えば,「好 きな人のことを考えているとき(19才)」 など

2)会 いた くとも会えない,好 きな人のことを考え感 じた:「 好 きな人に会いた くて も会 えない

とき(19)」 など

3)初 めて好 きな人がで きた(初 恋)と い う喜びの中で感 じた:「 初めて好 きな人がで きた時

(14)」 など

4)好 きな人ができたという喜びの中で感 じた:「 バイ トで好 きな人がで きた(18)」 など

5)好 きな人が一生懸命努力する姿 を見て感 じた:「 好 きな人が一生懸命仕事に打 ち込んでいる

のを見るとき(24)」 など

【恋人以外 の,好 きな人(友 人等)を 対象 として】

6)親 しい人の,存 在そのものに対 して感 じた:「 す ごく大事だ と思える人のことを想 っていた

とき(18)」 など

7)他 者が 自分 自身の弱い面をさらけ出した時に感 じた:「 普段強がっていた人が弱い部分 を見

せた とき(20)」 など

2.好 きな人の側で一緒に行動することができた

【恋人を対象 として】

8)好 きな人の側で,行 動 を共にしている時に感 じた:「 好きな人 と話 している時(18)」 な ど

9)好 きな人 と,異 性 としての付 き合いがで きた時に感 じた:「 恋人と一緒に夜眠るとき(19)」

など

【恋人以外の,好 きな人(友 人等)を 対象 として】

10)親 しい人 と行動 を共にすることができた時 に感 じた:例 えば,「 友人 と様 々な話をして,信

頼関係が深まったとき(18)」

3.好 きな人が自分に優 しく接 してくれた

【恋人を対象 として】

11)好 きな人が,自 分 に優 しく接 してくれた時に感 じた:「 彼女が誕生日を祝って くれた時(20)」

など
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12)自 分の前で,涙 を流す恋人を見て感 じた:「 恋人が初めて私の前で泣いたこと(16)」 など

【恋人以外の,好 きな人(友 人等)を 対象 として】

13)他 者から自分 自身が大切 にされたと思えたときに感 じた:「 周囲の人が私のために何かをや

って くれたとき(20)」 など

II.自 分 自身を対象 として感 じた

4.自 分 自身の存在そのものに対 して感 じた

14)自 分 自身の存在その ものに対 して感 じた:「 アパー トの下で猫 を拾ってアパー トではかえな

いことはわかっているのにえさなんかあげた りしちゃう自分が愛 しいです(19)」 など

皿.命 そのものを対象として感 じた

5.新 しい命(人,小 動物)が 誕生 した

15)家 族(親 族)に 子 どもが生 まれた時に感 じた:「 弟が生まれたとき(4)」 など

16)ペ ット(小 動物)等 の出産に際して感 じた:「 生まれたばか りの子犬を見たこと(7)」 など

6.家 族 の病,又 はペ ッ トの病 ・死に際 して感 じた

17)家 族に病人が出たときに感 じた:「 親が病気 になったときに 「大切 にしなければ」と思った

こと(17)」 など

18)ペ ットの病に際 して感 じた:「 飼い犬がス トレスで20回 ぐらいは き,死 ぬかと思ったけど

病院に行 ったら,次 の日ぐらいに元気 になり一番心配 していた私に甘えてきた(17)」 など

19)ペ ッ トの死 に際 して感 じた:「 飼 っていたウサギが死んだときにとても愛 しいものだったと

改めて思った(18)」 など

IV.小 さな子 ども達を対象 として感 じた

7.小 さな子 ども達を通 して感 じた

20)小 さな子 ども達になつかれ感 じた:「 近所の子が私になついて くっついて きた時(8)」 など

21)小 さな子 ども達と遊んでいる時に感 じた:「 ボランティアで幼い男の子と遊んだこと(22)」

など

22)小 さな子 ども達 に対する,教 育を通 して感 じた:「 プールのインス トラクターのバイ トで,

幼稚園の子 どもたちを教えたとき(1g)」 など

23)小 さな子 ども達の,存 在その ものに対 して感 じた:「 近所の赤ちゃん(6)」 など

V.小 動物(ペ ッ ト)を 対象 として感 じた

8.動 物(ペ ッ ト)を 通 して感 じた

24)小 動物そのものに対 して感 じた:「 子犬を見たとき(9)」 など

25)小 動物が甘えてきた時に感 じた:「 猫の方か ら甘えて きて くれた時(12)」 など

26)飼 育する過程の中で,ペ ット(小 動物)そ の ものに対 して感 じた:「 飼 っていたハムスター

に対 して(14)」 など

27)飼 育する過程の中で,ペ ット(小 動物)が 甘えてきた時に感 じた:「 飼 っている動物がなつ

いて きた(19)」 など

VI.過 去の思 い出を対象として感 じた

9.過 去の楽 しかった思い出(故 郷)を 思い出 した

28)古 里を懐か しみ感 じた:「 一人暮 しでホームシックになった時,故 郷が愛 しい(19)」 など

29)過 去の思い出を懐か しみ感 じた:「 幼稚園児時代に戻 りたいと思ったこと(6)」 など

孤.家 族 を対象として感 じた
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10.家 族 の ことを思 い感 じた

30)親 の こ とを思い感 じた:「1人 で寂 しか った時,母 が仕 事 か ら帰 って抱 っこ して くれた(3)」

な ど

31)自 分 よ り年下 の親族 の こ とを思い感 じた:「 妹 と遊 んで いた と き(14)」 な ど

32)家 族 その ものに対 して感 じた:「 家族 っていいなあ と思 った と き(19)」 な ど

33)祖 父 母の こ とを思い出 し感 じた:「 久 しぶ りに祖 母 に会 った(20)」 な ど

34)久 しぶ りに家族 か ら電話連 絡 を受 け感 じた:「 一人暮 らしで寂 しかった時 に,家 族 や友人 が

電話 して くれ た とき(18)」 な ど

35)家 族 と久 しぶ りに再 開 し感 じた:「 久 しぶ りに家族全員 で集 まった時の雰囲気(20)」 な ど

皿.努 力 し得 た もの を対象 と して感 じた

11.自 らが一生懸命 努力 し得 たもの を思い浮 かべ た

36)努 力 し得 た大切 なもの(コ レクシ ョン等)に 対 して感 じた:「 一生 懸命 はた らいて大金 はた

い たバ イクが完成 間近 だった と き(19)」 な ど

IX.テ レ ビ等 の映像 を対象 と して感 じた

12.テ レ ビ等 を通 して見 た映像 に心 動 かされた

37)テ レ ビ(映 画)映 像(タ レ ン ト,ア ニメ等)を 通 して感 じた:「 とっとこハ ム太 郎の アニメ

を見 た(20)」 な ど

この分 類 よ り,「 愛 しい」 とい う感情 は,「 初め て好 きな人が で きた」 「一生懸命 努力 す る姿 に

出会 った」 「小動物(ペ ッ ト)に 子 どもが生 まれた」 「家族 と久 しぶ りに再開 した」 な ど,あ る種

の出来事(変 化)が 起 こった時 に発 生 しやす い感情で あ るとい うことが分か る。 ちなみ に,集 計

全 体 の約56%[2],3],4],5],7],8],9],10],11],12],13],15],16],17],18],

19],20],21],22],25],27],34],35],37]の 合 計 ÷調査 対象者 数607]が こ の ような傾 向

を示 してお り,そ れ以外 の ものの総 和 を上 回 ってい る。

結 果

1.「 愛 しい」体 験の分布(表3-1の 分 析)

表3-1に,「 愛 しい対 象(誰 に,ま た は何 に愛 しさを感 じたか)」(9分 類,1～IX)と,「 愛

しい状 況(ど うい う場合 に,愛 しさを感 じたか)」(12分 類,1～12)に よ る年令 別分布 を示 した

(愛 しい の内容 による37分 類 は,表3-1の 下 段 に示 した)。 年令別 合計 のパ ー セ ン ト(%)は,

全 体 にお け るその年令 の 占め る割 合(年 令 別頻度 数 ÷合計 数567)を 示 した もの であ る。 また,

構 成パ ー セ ン トは,年 令 ご との,各 状 況(12分 類)に お け る愛 しい の割 合 を示 した もので ある。

1)最 初 に,各 状 況 の30%以 上 の 出現 率 を基準 に見 た場 合,7才 以 下 で は,「5.新 しい命(人,

小 動 物)が 誕生 した(4才,7才)」 「8.小 動 物(ペ ッ ト)を 通 して感 じた(4～7才)」 「10.

家 族 の こ とを思 い感 じた(3才)」 に30%以 上 の出現率 を見出す ことがで きる。

次 に,8～12才 で は,「8.小 動 物(ペ ッ ト)を 通 して感 じた(8～12才)」 にのみ,30%以

上 の出現率 を見 出す こ とがで きる。

さ らに,13～15才 で は,「1.好 き な人 その人 自身 に対 して心 を許 した(13才,14才)」 「8.

小 動 物(ペ ッ ト)を 通 して感 じた(13才,15才)」 に30%以 上 の出現 率 を見 出す こ とがで き

る。
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表3-1厂 愛 しい」(対 象 ・状況による分類)の 年齢別頻度

(年齢別頻度が30%以 上 は太字。)

対象 1.好 きな人(恋 人,友 人等)
H.自 分 自

身

皿.そ の もの(誕 生,

病 気,死)

IV.小 さな

子 ど も達

V.小 動 物

(ペ ッ ト)

VI.過 去 の

思 い 出
w.家 族

皿.努 力し

得たもの

IX.テ レビ

等 の映 像

状況

1.好 きな

人その人自
身に対して
心を許した。

2.好 きな

人 の側 で一

緒 に行動 す

る こ とが で

きた。

3.好 きな

人 が 自分 に

優 し く接 し

て くれ た 。

4.自 分 自

身の存在そ
のものに対

して感じ
た。

5.新 しい

命(人,小

動 物)が 誕

生 した。

6.家 族 の

病,又 はペ

ッ トの病 ・

死 に際 して

感 じた。

7.小 さな

子 ど も達 を

通 して感 じ
た。

8.小 動 物

(ペ ッ ト)
を通 して感

じた。

9.過 去 の

楽 しか った

思 い 出(故

郷)を 思 い

出 した。

10.家 族 の

こ とを思 い

感 じた 。

11.自 らが
一生懸命努

力し得たも
のを思い浮
か浮かべ
た。

12.テ レビ

等を通して
見た映像に
心動かされ
た。

年令別

合 計

年齢 頻度 % 頻度 % 頻度 % 頻度 % 頻度 % 頻度 % 頻度 % 頻度 % 頻度 % 頻度 ova 頻度 % 頻度 % 頻度 %
3 1 25.0 1 25.0 2 50.0 4 0.7

4 3 37.5 3 37.5 i 12.5 1 12.5 8 1.4

5 1 20.0 3 60.0 1 zo.o 5 0.9

6 1 5.9 a 11.8 1 5.9 1 5.9 9 52.9 1 5.9 i 5.9 1 5.9 17 3.0

7 4 30.8 1 7.7 5 38.5 3 23.1 13 2.3

8 1 7.1 一 1 7.1 10 71.4 1 7。1 1 7.1 14 2.5

9 z 14.3 9 64.3 3 21.4 14 2.5

10 2 11.1 1 5.6 15 83.3 18 3.2

11 1 16.7 1 16.7 4 66.7 6 1.1

12 4 23.5 1 5.9 1 5.9 9 52.9 1 5.9 1 5.9 17 3.0

13 5 41.7 1 8.3 5 41.7 1 8.3 12 2.1

14 11 47.8 1 4.3 2 8.7 1 4.3 3 13.0 1 4.3 3 13.0 1 4.3 23 4.1

15 3 15.8 2 1.0.5 1 5.3 10 52.6 1 5.3 1 5:3 1 5.3 19 3.4

16 5 20.0 6 24.0 3 12.0 5 20.0 4 16.0 2 8.0 25 4.4

17 7 19.4 6 16.7 7 19.4 2 5.6 3 8.3 6 16.7 1 2.8 3 8.3 1 a.8 36 6.3

18 26 34.7 15 20.0 7 9.3 1 1.3 2 2.7 5 6.7 9 12.0 8 10.7 1 1.3 1 1.3 75 13.2

19 26 .・ 38 29.0 13 9.9 2 1.5 2 1.5 1 o.g 9 6.9 21 16.0 4 3.1 12 9.2 3 2.3 131 23.1

20 15 21.7 26 37.7 6 8.7 1 1.4 2 2.9 4 5.8 8 11.6 2 2.9 4 5.8 1 1.4 69 12.2

21 4 20.0 8 40.0 2 10.0 2 10.0 4 20.0 20 3.5

22 1 25.0 1 25.0 1 25.0 1 25.0 4 0.7

23 1 33.3 2 66.7 3 0.5

24 2 100.0 2 0.4

不明 4 12.5 6
.. 1 3.1 1 3.1 15 46.9 1 3.1 4 12.5 32 5.6

計 119 21.0 112 .・ 39 6.9 3 o.s 24 4.2 8 1.4 27 4.8 154 27.2 14 2.5 54 9.5 7 1.2 6 1.1 567 100.0

(上記に対応する内容による分類番号)

内容1)～7) 8)～10)11)～13)14) 15),16)17)～19)20)～23)24)～27)28),29)30)～35)36) 37) 計1)～37)



なお,「8.小 動 物(ペ ッ ト)を 通 して感 じた」 は,こ れ以降,30%以 上 の出現率 は ない 。

最後 に,16歳 以 降 の年令 につい てみ た場合,「1.好 きな人 その人 自身 に対 して心 を許 した

(18才,23才,24才)」 「3.好 き な人 の側 で一緒 に行動 す る ことが で きた(20才,21才,23

才)の2分 類 につい ての み,30%以 上 の 出現率 を見 出す ことが で きる。 なお,こ の2分 類 は

いず れ も 「1.好 き な人」 を対 象 としての分類 であ る。

2)次 に,年 令 ご との出現率 につい て見 た場合,18～20才 の 出現 率が極 めて高 く,全 体 の約半数

近 くの48.5%(18～20才 の 頻度合計 ÷567,年 令 による平均 出現 頻度91.7個)が この年令層

に集 中 して いる。逆 に,3～5才(3.0%,年 令 による平均 出現頻度5.7個),11～13才(6.2%,

年 令 による平均 出現頻度11.7個)の 出現 率が極 め て低 い。

3)対 象 ご との出現率 で見 た場合,「1.好 きな人 を対象 として感 じた」 が最 も高 く47.6%,続 い

て 「V.小 動 物(ペ ッ ト)を 対象 と して感 じた」 の27.2%,「W.家 族 を対 象 として感 じた」

の9.5%の 順 になってい る。

4)対 象 ご との,出 現 年令 について調べ てみ る と,「H.自 分 自身 を対象 と して感 じた」 が最 も遅

く19才,「 珊.努 力 し得 た もの を対象 と して感 じた」が次 に遅 く14才 とな ってい る。

5)「 皿.家 族 を対象 と して感 じた」 の出現率 は,3才(50.0%)を 除 けば,い ずれ も25%以 下 で

ある。 ただ し,M.家 族 を対象 と して感 じた」 の 出現 は,20才 以 下 で は,10才,11才 の み

無 く,そ の他 の全 ての年令 にお いてカ ウ ン トされ ている。

6)発 生 の集 中 とい う観 点か ら見 た場合,「3.好 きな人が 自分 に優 し く接 して くれ た」 が16才 か

ら21才,「4.自 分 自身の存在 その ものに対 して感 じた」 が19才 か ら20才,「11.自 らが一生

懸命 努力 し得 た ものを思 い浮かべ た」 が14才 か ら19才 に,全 て集中 している。

また,頻 度 こそ少 ないが,「6.家 族 の病,又 はペ ッ トの病 ・死 に際 して感 じた」 の8個 中6

個 が17～19才,「7.小 さな子 ど も達 を通 して感 じた」 の27個 中21個 が18～22才 に,そ れぞ

れ集 中 してい る。

7)発 生 の類似 とい う観 点か ら見 た場 合,「9.過 去 の楽 しか った思 い出(故 郷)を 思 い出 した」

と 「10.家 族 の ことを思 い感 じた」 が,頻 度 の差 こそ あれ,10才,11才 が 共 に出現 していな

いな ど,分 布 状況が類似 している。

また,発 生 の分散 とい う観 点 か ら見 た場 合,「12.テ レ ビ等 を通 して見 た映像 に心動 か され

た」 が,頻 度 こそ少 ないが,6才 か ら20才 までの各年令層 に分散 し発 生 してい る。

考 察

1.「 愛 しい」の内容の発達的変化

本研究における調査は,「 これこれの愛 しい感情 をはじめて感 じたのは何才頃であるか」で

はな く,「今までの体験 の中で,愛 しい感情 を最 も強 く抱いた体験 ・出来事 を思い出して」記

述 して もらうものであった。 しか しなが ら,表3-1に 示 された結果は,「愛 しい」の感情が発

達的に変化する様子 を示唆している。

すなわち,7才 以下では,「 愛 しい」の感情体験は,「5.新 しい命(人,小 動物)が 誕生 し

た」「10.家 族のこどを思い感 じた」 「8.小 動物(ペ ット)を 通 して感 じた」に比重をおいて

生 じる。このことは,こ の頃の子 どもが,家 族(親,兄 弟,ペ ッ ト)と の関係を中心 とする世

界で生 きていることと一致する。
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子 どもは成長するにつれ,新 しい命 ・家族ばか りでな く,周 りの小動物(ペ ット)に 対 して

も強い関心を示す(8～12才)。

やがて,第2次 成長期を迎えるにあた り,異 性 を中心 とする好 きな人への関心が急速に高 ま

って くる。13～15才 では,「8.小 動物(ペ ット)を 通 して感 じた」 と 「1.好 きな人その人自

身に対 して心 を許 した」の双方 を選択する者の数が拮抗するが,そ の後,16,17才 を中心に

「1.好 きな人その人自身に対 して心 を許 した」,「2.好 きな人の側で一緒に行動することがで

きた」,「3.好 きな人が自分に優 しく接 して くれた」が主 となってい く。

その後,愛 しさの対象(1.好 きな人)は 変わらないが,以 前までの心を許すだけではな く

「共に行動する」,す なわち 「2.好 きな人の側で一緒に行動することがで きた」が大学生時代

(19～21才)を 中心に顕著な高まりを見せる。

2.「 愛 しい」の構造

愛 しいの発達的変化は,幼 児期には主 として 「新 しい命」「家族」 「小動物(ペ ット)」,学童

期には主 として 「小動物(ペ ッ ト)」,そ して思春期 には主 として 「好 きな人」を対象に係わっ

ているこ とを示 した。 これ らはいずれも,そ れぞれの発達段階において身近な存在(例 えば,

幼児期 における年下の兄弟や親族,思 春期における恋人など)で あり,自 分の力の範囲内にお

いて係わ りを持ち,か つ自分の中に取 り入れることがで きるという特徴(「 新 しい命」≦ 「小

動物(ペ ット)」≦ 「好 きな人」※)を 持 っている(な お 「家族」については,親 が子育てを

行 う,年 上の兄弟が年下の兄弟の面倒 を見るなどの慣習からして,恒 常的にこの特徴 を持つも

の と考え られる。)。

「愛 しい」の対象を分析することにより,さ らなる構造が浮かび上がって くる。それは,そ

の対象が,自 分 より力が弱い(小 さな子 ども達,小 動物(ペ ッ ト),過 去の思い出,努 力 し得

た ものな ど)か,あ るいは同等の力を持つもの(好 きな人,自 分自身,命 そのもの,家 族 など)

が中心であ り,自 分より力の強いもの(例 えば,大 人,兄,高 校教師など)に 対 しては,発 生

しにくい感情であるということである。

以上の事 をまとめて言 うならば,「 愛 しい」 とは,自 分 より弱いかあるいは同等の力を持つ

ものを中心に,自 分の中に取 り入れてい く過程の中で生 じる感情,と 言 うことができる。

※ 「新 しい命」≦ 「小動物(ペ ッ ト)」≦ 「好 きな人」 という力関係が成 り立つ。なぜ

ならば,生 まれたばか りの命は,そ の命のみでは生 き抜 くことができず(例 えばアヴェロ

ンの野生児)常 に外界から何 らかの手助けを必要とする(「新 しい命」 ≦ 「小動物(ペ ッ

ト)」)。さらに,ペ ッ トを中心 とする小動物 は,首 輪をされるな ど,自 らの意志に関係な

く,飼 い主に何 らかの躾 を強要 される(「小動物(ペ ット)」≦ 「好 きな人」)。以上のよう

な理由により,「新 しい命」≦ 「小動物(ペ ット)」≦ 「好 きな人」の関係式が成 り立つ。

図3-1は,愛 しいの構造である。それぞれの発達段階において,自 分の一部 として対象 を

取 り入れ なが ら,大 きくなってい く様子を示 している。なお,(対 象1)に ついては,そ の後

の様々な感 情体験や忘却等によって,形 を変えなが らも,対 象1を 通 して得た ものを残 してい

る様子を示 している。

3.「 愛 しい」の生起

愛 しい とい う感情が,何 らかの出来事(変 化)が 起こった時に発生 しやすい感情であるとい

うことは先に述べた。ここでは,年 令別頻度か ら見た愛 しいとい う感情の発生の しやす さにつ
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蝋ザ 衣(_自分

対象2

べ対象1)

図3-1愛 しい構造

いて考 察 してみたい。

表3-1の 分 析 で述べ た ように,18～20才 で の愛 しさの出現率(48.5%)が 極 めて高い のに

対 して,3～5才 及 び11～13才 で の 出現 率(3.0%,6.2%)は 極 めて低 い。 なお,上 杉他

(2002)の 研 究 に よれ ば,「 憎 い」 の この時期 での発生率 は3～5才 の場合4.3%,11～13才 の

場合16.4%,18～20才 の場合31.4%,ま た鈴 木他(2003)の 研 究 によれ ば,「 悲 しい」 の この

時期 で の発 生率 は3～5才 の場合3.2%,11～13才 の 場合14.5%,18～20才 の 場合34.0%と な

ってい る(表3-2)。

表3-2各 年 齢層における愛 しい ・憎い ・悲 しいの占める割合(%)

3～5才

(第1反 抗期)

11～13才

(第2反 抗期)

18～20才

(大学生時代)

愛 しい 3.0 6.2 48.5

憎 い 4.3 16.4 31.4

悲 しい 3.2 14.5 34.0

18～20才 が大学受験を終え,大 学生生活を送っている時期であるのに対 して,3～5才,11

～13才 は第1反 抗期 ,第2反 抗期 とほぼ重な り,親 や権威者に向かって反抗的な態度をとるな

ど,拒 否 ・攻撃 ・自己主張等の傾向が強まる時期である。 この点に注 目するならば,愛 しい と

い う感情は,反 抗期などのような時期 よりも,む しろ自らの身分や生活が保障され,か つ自由

に交友 の和 ・活動の場を広 げることがで きるような時期(大 学生時代),言 葉を変えるならば,

気持ちにゆとりと優 しさがある時期 に,発 生しやすい感清と考えられる。

このことを裏付 ける例 として,「大学に入って,は じめて,す きではな く,愛 しい人ができ

た(18才)」 「一人暮 しをはじめて,1ヶ 月 くらい したときに家族が愛 しくなった(19才)」 「バ

イ ト先の教え子たちがかわい くてたまらない と感 じた時(19才)」 「野良猫の産んだ子猫が一

匹だけ取 り残 されていたとき,と ても可愛 くて一生懸命歩 こうとする姿を見て抱 きしめた くな

ったとき(19才)」 「本当に好 きな人がで きて,そ の人 と付 き合 った(20才)」 「アメリカのも

う一つの家族(ホ ス トファミリーのこと)に 早 く会いたい(20才)」 「今一緒 に活動 している

体育会 の人,特 に自分の部活の人全 て(21才)」 「自分が支えられて生 きていると考えた時。

自分の周 りの人(親,兄 弟,友 人な ど)全 てが愛 しく感 じた(21才)」 など,多 数あげること

ができる(ち なみに,分 類された567記 述中295記 述(52.0%)が,18～21才 に集中 している)。

これらはいずれ も,大 学生活を通 してのゆとりと優 しさの気持ちの中で,愛 しいという感情

を感 じたものと考えられる。
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4.状 況による 「愛 しい」の分布の集中

表3-1の 分析の箇所で述べたように,「3.好 きな人が 自分に優 しく接 して くれた」「4.自

分自身の存在そのものに対 して感 じた」「11.自 らが一生懸命努力 し得たものを思い浮かべた」

の発生が,い ずれも14才 から21才 までの問に集中している。

この年令層は,青 年前期 ・中期に位置 してお り,特 徴 として,シ ュプランガー(Spranger,E)

が青春期の心的構造の徴候 として指摘 しているところの,「 自我の発見」「個々の生活領域への

進展」 との関連が予想 される。なお,こ のことを裏付ける例 として,3.の 「外見が好み とい

うのではな く,人 間的に尊敬 しお互いに成長で きるような女性と付 き合ったとき(18才)」 や,

4.の 「人 を好 きになって,今 までの氷のような自分が,変 わっていったことを自覚す る内に

(20才)」 や,11.の 「部活動で学んだ り考えた りした経験(16才)」 などを上げることができ

る。

また,「6.家 族の病,又 はペ ットの病 ・死に際 して感 じた」の8名 中6名 が17～19才 に,「7.

小さな子 ども達 を通 して感 じた」の27名 中21名 が18～22才 に,そ れぞれ集中し発生 している。

それらの理 由として,6.の 場合,親 などの高齢化 にともなう病 ・死 と出会う機会の増加(例

えば 「母親が病気になったのを聞いて(19才)」),7.の 場合,保 育者(教 育者)と して小 さ

な子 ども達 と出会 う機会の増加(例 えば 「養護学校の介護体験で担当 した子(19才)」)な ど

が考えられる。

5.状 況による 「愛 しい」の分布の類似 と分散

表3-1の 分析の箇所で述べたように,分 布の類似 という観点か ら見た場合,「9.過 去の楽

しかった思い出(故 郷)を 思い出した」 と 「10.家 族のことを思い感 じた」が,頻 度の差 こそ

あれ,類 似 しているように思われる。これはある意味,大 学入学以前の生活が,家 族 と共にあ

ることと一致する。例 としては,9.の 「地元に関するもの ・人全て。家族や駅や町や地元の

友人に触 れたとき(20才)」 や10.の 「妹が 自分のために誕生 日カー ドを作 って くれたとき

(16才)」 などが上げられる。

また,発 生の分散 という観点か ら見 た場合,「12.テ レビ等 を通 して見た映像に心動かされ

た」が,各 年令層 に分散 している(例 えば 「キャプテン翼 くんが好 き(6才)」 「初めて森高を

テレビで見た とき。 ビピッときた(12才)」 「世界 の貧 しい人々をテレビで見 た時(15才)」

「とな りの トトロのメイちゃん(18才)」 など)。頻度が少 ないので,明 確なことは言えないが,

テレビ等 を中心 とする映像の影響が,大 学生以下の,広 い範囲の年令層の若者に及んでいるこ

とが予想 される。

研究4空 しいにつ いて(分 担執筆 吉川延代)

1.空 しい体験の分類

調査対象者607名 のうち、空しい体験内容 と体験年齢を記述 した者は560名(92.3%)、 体験年

齢 を具体的 に記述 しなかった者は15名(2.4%)、 体験内容を記述 しなかった者は32名(5.3%)

であった。 自由記述 によって収集された 「空 しい」 という感情 を最 も強 く抱いた体験内容は、次

の35の カテ ゴリー(1)～35))に 分類 された。それらの項 目は以下の 「実存的問題」、「自己」、

「漠然」、「行為」、「行為の後」、「喪失」、「対人関係」、「孤独」、「金銭」、「その他」の10(1.～

X.)の 大分類 にまとめることができた。(注)体 験時の年令を()内 に示す。
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1実 存的問題

1)人 生の意味:例 えば、「人生の意味が分か らな くなってしまって生 きるのが嫌になった時(13

才)」,「人生というのを真剣に考 えた時(14才)」 、「何故生 きているか と考 えた(14才)」 な

ど、生 きる意味 を考えてはっきりとした答えを出せないような体験である。

2)自 分 とは何か:「 自分の存在について真剣 に考えた時(16)」 、「自分って何だろうとふと思っ

た時(16)」 、「自分の存在を疑った時(17)」 など、自分 自身の存在 に対する疑問、あるいは

不全感の体験である。

3)目 標なし:「 将来の夢 とか目標 を見つけられない時(18)」 、「将来に希望や目標を持てな くな

った時(18)」、「何の目標 も生 きがい もな く毎 日の生活を淡々と繰 り返 した無気力 な日々(17)」

など、生きる目標(目 的)が 見つか らないような体験や将来が見通せない ような体験である。

4)変 化のない生活:「 何 もなくただ過ぎてい くだけのような毎 日で空しかった(14)」 、「毎日同

じ生活を しているなと感 じた時(16)」 、「日々の生活が同じことの繰 り返 しだった時(16)」

など、毎 日がただ過ぎてい くだけと感 じるような体験である。

5)夢 中になれない:「 何 をしても夢中になれない自分に気がついた時(21)」 、「何 をやってもす

ぐ飽 きて しまう時(18)」 、「何 もかもに興味を持てなかった(8)」 など、何 に対 しても興味を

持てず、やる気が出ないような体験である。

II自 己

6)挫 折感:「 何 をしてもうま くいかなかった頃(17)」 、「何事 もうまくいかない時(16)」 、「大

学入試の推薦で落ちてしまった時(18)」 など、失敗による不全感の体験である。

7)無 力感:「 自分は何 も出来ないと気付いた(10)」 、「自分の力ではどうにもならないことが起

きた時(18)」 、「生 きようとしない人に生 きて欲 しいと伝 えても、結局は伝わらず、自分 には

何 も出来ないと気付いた時(20)」 など、自分自身や重要な他者 に対 して無力であると感 じる

ような体験である。

8)努 力が報われない:「 自分がい くら努力 してもや りたいことがやれない時(17)」 、「死に物狂

いで勉強 したのに希望の大学 には入れなかった時(18)」 、「高校の部活で努力が結果につなが

らなかった時(17)」 など、努力をしているのに報われないような体験である。

9)劣 っている自分:「 自分だけ劣っていると感 じてしまった時(13)」 、「自分について考えた時、

誇れるものがない と思 った(14)」 、「自分にとっての理想の状態を想像 した後(21)」 など、

他者 との比較や空想 との比較などで自分 自身が劣っていると感 じる体験である。

10)何 もしない自堕落な自分:「 自堕落な生活 を痛感 した(20)」 、「受験が終わってダラダラ生

活 し、気付 くと何 もしていなかった(18)」 、「夏休みにバイ トもせずに家でダラダラしていた

時期(19)」 など、やらねばならないことがあるのに、或いはしたいのに、やらずに過ごして

しまった自分自身への自責の体験である。

皿 漠然

11)暇 ですることな し:「 何 もすることがなく暇な時(15)」 、「時間はあるのに何をしていいか

(勉強以外で)分 か らなかった時(年 令不明)」、「何 もすることがなく一 日を過ご した時(19)」

など、時間はあるのにやることが見つからない ような体験である。

12)な んとな く:「 ほとんど毎 日なんとな く(16)」 、「一人高校の屋上でボォーっとして空を眺

めていた時(17)」 、「浪人 している時、午後2時 頃、岡の上で昼食を食べなが ら、秋の空を眺

めていた時(20)」 など、具体的なものではな く、なんとな く感 じるような体験である。
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1▽ 行為

13)受 験勉強や授業:「 浪人 して机 に向かって勉強 している時(18)」 、「勉強、模試の繰 り返 し

で全てが空 しくなった(17)」 、「高校の授業、 どんな成績を取ろうが関係 なかった、無価値

(17)」 な ど、受験勉強や学校の授業に対 して感 じる体験である。

14)行 動の強制:「 小学校の運動会の練習で長時間整列 と行進ばか りやらされた時(9)」 、「楽 し

めず、ただ義務感の ようなもので部活をしている時(18)」 、「バイ ト先で些細なことをやれと

言われた時(23)」 など、自分の意に反 して行動を強制 される体験である。

V行 為の後

15)卒 業式 ・部活の引退:「 高校 の卒業式が終わった直後(18)」 、「卒業式 に一人で帰った時

(18)」、「部活 を引退 した時(15)」 など、学校生活における 「終了」の体験である。

16)過 食 した後:「 痩せ ようと決心 したのに、ケーキの食べ放題に行って大量にケーキを食べて

しまった直後(18)」 、「勉強 してももう間に合わないと分かっていて必要以上に食べたこと

(18)」 など、過食 した体験 と、「ダイエッ ト中、テレビや雑誌で食べ物 を見て満足 しようとし

ていた時(20)」 という体験(1名)も これに含めた。

17)ゲ ームの後:「 あまりに暇で友達 と一晩中ゲームをや り続けて終わった時(16)」 、「高校時

代何 もせず同じゲームをや り、終わった後(17)」 、「休みの日一日中TVを 見て過ご したこと

に気付いた夜(20)」 など、長時間ゲームをした りテレビを見たりして過ごした後に感 じる体

験である。

18)楽 しみの終了時:「 旅行 に行った最後の夜 または最終 日(17)」 、「夏休みが終わって実家か

ら帰る時(19)」 、「5年間続いていた好 きなテレビ番組が終了 した時(16)」 など、楽 しみに

していたことが終わって しまった時に感 じる体験である。

19)期 待はずれ:「 楽しみにしていたお出かけが突然駄目になった(7)」 、「ライブで客がバン ド

の数より少なかった時(16)」 、「出来た と思 ったテス トの結果が非常に悪かった時(19)」 な

ど、自分の期待を裏切 られるような体験である。

w喪 失

20)大 切なものを奪われる:「 一生懸命書いた書道が、教室に張 られたが、次の 日なくなってい

た時(9)」 、「祖父母の家が取 り壊 されたこと(11)」 、「バイクを盗まれた時(20)」 など、 自

分にとって大切に感 じていたものを奪われるような体験である。

21)人 の死:「 祖父が突然死んだこと(19)」 、「友達が亡 くなった時(17)」 など、重要な他者の

死の他 に、「『プライベー ト・ライアン』(戦 争映画で)の 冒頭の激 しい戦闘シーンで、次 々と

死に行 く兵士を見て(19)」 など、一般的な死 も含めた、人の死に対する体験である。

22)失 恋:「 恋人と別れたこと(19)」 、「好 きだった人 に新 しい彼女が出来ていた時(15)」 、「頑

張っても好 きな人に振 り向いて もらえなかった時(12)」 など、片想いも含めた恋 に破 れる体

験である。

W対 人関係

23)恋 人なし:「 付 き合 っている人 も好 きな人 もいない時(21)」 、「バ レンタインに父 にしかチ

ョコを上げる相手がいなかった時(18)」 、「友人には彼女がいて、 自分 にはいない(21)」 な

ど、恋人がいない体験である。

24)人 に認め られない:「 自分が一生懸命 やって きたことが人に認められなかった時(18)」 、

「部活で自分の働 きが認められていない と感 じた時(17)」 、「私が どんな努力 をしても父親に
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響いていない と思った時(10)」 など、認めて欲 しい人から認められなかった り、無視 された

りするような体験である。

25)他 者への失望:「 友人が私のいない ところで私の悪口を言った時(17)」 、「約束 をすっぽか

された時(16)」 、「友人に裏切 られたこと(13)」 など、他者への失望や不信、他者か らの裏

切 りや約束不履行などの体験である。

26)人 間関係での躓 き:「 むかつ く奴をぶっ飛ばして自分の言 うことを聞かせていた。でも、友

達が出来なくて、自分 は空 しい人間だ と思った(12)」 、「い じめを受けた時(10)」 、「友達 と

喧嘩 した後(11)」 など、広 く人間関係 における躓 きの体験である。

27)自 分の気持 ちを表現で きない:「 自分の気持 ちを素直に言えない時(19)」 、「伝えたいこと

が言葉に出来ない(20)」 、「大切に思っていても、伝 え方が至 らな くて寂 しい思いをさせ るこ

としか出来ない時(年 令不明)」 など、相手 にうまく気持ちを伝 えられないような体験である。

28)人 とつなが らない:「 誰かと遊びたくて外へ出たが誰 も遊んでいなかった時(8)」 、「電話 し

ても皆話中だった(18)」 、「友人にEメ ール を何度 も送信 したのにもかかわらず、一通 も返事

が来なかったこと(19)」 など、誰か と話 したり遊んだ りしたいのに誰 ともつなが らないよう

な体験である。

皿 孤独

29)孤 立感:「 周 りに溶け込めなかった自分(学 校で)(15)」 、「皆が楽 しそうに騒いでいるのに

自分だけ楽 しめない(16)」 、「実は一人ぼっちじゃないかと思った時(20)」 など、心理的に

孤立する体験である。

30)一 人のとき:「 一人で家でボーっとしている時(19)」 、「家に帰 っても誰もいな くて一人お

菓子を食べている時、ふ一っと思いなが ら(16)」 、など一人 きりでいるときの体験である。

31)一 人の食事やテレビ:「 夜一人でテレビを見ている(17)」 、「一人でテレビを見て大笑い し

た後(19)」 、「一人で夜ご飯 を食べている時(18)」 など、一人で食事をした りテレビを見た

りする時の体験であ り、「夜」(ま たは夕食)と いう記述が多 く見 られるのが特徴的である。

32)一 人暮 らし:「 大学 に入 って、知 らない土地で知 り合いもお らず、一人暮 らしを始めた時

(18)」、「初めて一人暮 らしをして、学校 にもまだ慣れず一人で過 ごした日曜(18)」 、「一人暮

らしをして、独 り言が多 くなった(19)」 など、家族 と離れ一人で暮 らす体験であるが、まだ

一人暮らしに慣れない頃の体験が多いようである。

33)ク リスマスに一人:「 クリスマスを一人で過ごすこと(19)」 、「クリスマスの夜、一人ぼっ

ちだった時(19)」 、「クリスマスの日に見栄を張ってバイ トを休 んだ。予定もないのに(16)」

など、クリスマスに一人だったり、予定がなかったりする体験である。

D(金 銭

34)お 金 にまつわるもの:「 金がない時(20)」 、「親に嘘をついてまで、お金を貰 った時(15)」 、

「特に必要ない ものを買った後(18)」 など、お金を持 っていない とか、無駄使いをした後な

どとい う、お金に関係する体験である。

Xそ の他

35)そ の他:「 病院で精密検査 を受けた時(15)」 、「夜勤のバイ トをしていた頃(20)」 、「眠れな

い時(19)」 など、どのカテゴリーにも入らない体験を 「その他」 としてまとめた。
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結 果

1.空 しい体 験の分 布

空 しい体験 の35カ テ ゴ リー ごとの年令別 頻度 を表4-1に 示 す。

1)空 しい体 験 の全 体的 な傾 向

空 しさを最 も強 く感 じた体 験 は、小 学 校 の 中学 年 あ た りか ら少 しず つ見 られ る。15歳 で

6.4%と 、 最初 の ピー クを迎 えてい る。16～17歳 の 時点 では10%程 度 まで増 加 し、18歳 の 時

点 で18.5%と 急 激 に増加 し、19歳 で は22.5%と 全 体 の ピー クに達 している。調査 実施時 の実

年齢 と思 われる20歳 の 時点 では15.3%に 減 少 し、21歳 で は3.2%ま で減少 してい る。

2)空 しい体 験 のカ テゴ リー と回答者数

空 しい体 験 の内容 の カテ ゴリーは、 「そ の他 」 を含め て35項 目 であ る。全 体 の年齢 を通 して

回答 者 が多 か っ た カテ ゴ リー は順 に、 「努 力が 報 われ ない」(6.6%)、 「暇で す る こ とな し」

(6.3%)、 「他者へ の失望」(5.9%)、 「目標 な し」(5.5%)、 「人 間関係 で の躓 き」(5.0%)、 「人

に認 め られ ない」(4.8%)、 「一 人 の とき」(4.6%)、 「孤 立感 」(3.8%)、 「お金 にまつわ る も

の」(3.8%)、 「失恋」(3.4%)の10項 目 であ る。 これ らカテ ゴ リーの 回答者 数 の割 合 の合 計

は49.7%で あ る。

次 に、10の 大 分類 ご とに回答者 の割合 をみ ると、 「実存 的問題」 が14.7%、 「自己」 が15.8%、

「漠 然」 が8.4%、 「行 為」 が4.8%、 「行為後 」が8.6%、 「喪失」 が5.9%、 「対 人」 が20.5%、

「孤独 」が14.3%、 「金銭」 が3.2%、 「その他」が3.8%で あ った。

3)空 しい体 験 の年代 別 の傾 向

空 しい体 験 の出 現年齢 を、7歳 未 満、7～12歳(小 学 生)、13～15歳(中 学生)、16～18歳

(高 校生)、19歳 以 上(大 学 生)と 、大 き く5つ の年代 に区切 り、体験 内容 の カテ ゴリーの数

を比較 した。そ れ による と、7歳 未満 が3項 目、7～12歳 が19項 目、13～15歳 が27項 目 、16

～18歳 が34項 目
、19歳 以 上 が34項 目 であ った。 空 しい体験 は年齢 に伴 って増 加す る とと も

に、体験 す る内容 も年齢 に伴 って広 が って くるこ とが分 かる。

次 に回答 者数 と回答 カテ ゴリーの割合 を見 てみ る と、7歳 未満 は3名 であ り、 「他者へ の失望」

(33.3%)、 「一人 の とき」(33.3%)、 「一人の食事 やテ レビ」(33.3%)で あ る。

7～12歳 は38名 で あ り、「人間関係 での躓 き」(15.8%)、 「人 に認め られない」(13.2%)、 「行

動 の強制 」(10.5%)と い う回答 が多か った。

13～15歳 は70名 で あ り、「人 間関係 で の躓 き」(10.0%)、 「受験勉 強や授 業」(8.6%)、 「人生

の意味」(5.7%)、 「期待 はずれ」(5.7%)、 「失恋」(5.7%)と い う回答が多 か った。

16～18歳 は213名 で あ り、 「目標 な し」(9.9%)、 「努力 が報われ ない」・(9.9%)、 「暇 です るこ

とな し」(5.6%)、 「他 者へ の失望」(5.6%)、 「一人 の とき」(5.2%)と い う回答が多 か った。

19歳 以 上 は236名 で あ り、 「暇 です るこ とな し」(8.9%)、 「他者へ の失望」(6.8%)、 「一 人 の

と き」(5.9%)、 「お金 に まつわ る もの」(5.9%)、 「努力 が報 わ れない」(4.7%)、 「孤 立感」

(4.7%)と い う回答 が多 かった。
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表4-1 空 しい体験の年齢別頻度

No カテ ゴリー 年齢 5 6 小計 % 7 8 9 10 11 12 小計 % 13 14 15 小計 % 16 17 i8 小計 % 19 20 21 22 23 24 25 小計 % 総計 %

実存

1 人生の意味 0 o.o 1 1 2.6 2 1 1 4 5.7 2 1 3 1.4 2 1 3 1.3 ii 2.0

2 自分とは何か 0 o.o 0 o.o 0 o.o 3 1 3 7 3.3 1 1 2 o.s 9 1.6

3 目標な し 0 o.o 1 1 2.6 1 1 2 2.9 4 4 13 21 9.9 4 3 7 3.0 31 5.5

4 変化のない生活 0 o.o 0 o.o 1 1 2 2:9 2 2 4 1.9 5 4 9 3.8 15 2.7

5 夢中 になれ ない 0 o.o 1 1 1 3 7.9 2 2 2.9 1 2 3 6 2.8 2 3 5 2:1 16 2.9

自己

6 挫折感 0 o.o 0 o.o 1 1 a 2.9 3 1 3 7 3.3 3 3 1.3 12 2.1

7 無力感 0 o.o 1 1 2.6 3 3 4.3 1 1 1 3 1.4 5 4 1 io 4.2 17 3.0

8 努力が報われない 0 o.o 1 1 2 5.3 2 1 3 4.3 4 9 8 21 9.9 3 6 1 1 11 4.7 37 6.6

9 劣 ってい る自分 0 o.o 1 1 2.6 1 1 1 3 4.3 1 2 3 1.4 2 2 1 5 2.1 12 2.1

10 何 もしない 自堕落 な自分 0 0.0 0 o.o 1 1 1.4 1 3 4 1.9 3 3 6 2.5 11 2.0

漠然
11 暇です ることなし 0 o.o 0 o.o 1 1 2 2.9 3 3 6 12 5.6 11 9 1 21 8.9 35 6.3

12 なん とな く 0 o.o 1 1 2.6 1 1 2 2.9 1 2 3 1.4 5 1 6 2.5 12 2.1

行為
13 受験勉強や授業 0 o.o 1 1 2.6 3 3 6 8.6 3 5 8 3.8 2 2 o.s 17 3.0

14 行動の強制 0 o.o 1 1 a 4 10.5 2 1 3 4.3 1 1 o.s 1 1 2 o.s 10 1.8

行為後

15 卒業式 ・部活の引退 0 o.o 0 o.o 1 1 1.4 1 4 5 2.3 0 o.o 6 1.1

16 過食した後 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 2 0.9 2 1 3 1.3 5 0.9

17 ゲ ームの後 0 o.o 0 0.0 1 1 1.4 1 1 2 0.9 1 3 4 1.7 7 1.3

18 楽しみの終了時 0 o.o 1 1 2.6 3 3 4.3 1 2 1 4 1.9 2 1 1 4 1.7 12 2.1

19 期待はずれ 0 o.o 1 1 1 3 7.9 1 3 4 5.7 1 2 3 1.4 5 3 8 3.4 18 3.2

喪失

20 大切なものを奪われる 0 o.o 1 1 2 5.3 0 o.o 0 0.0 2 a o.s 4 0.7

21 人の死 0 o.o 0 o.o 1 1 1.4 1 1 2 4 1.9 5 5 2.1 10 1.8

22 失恋 0 o.o 1 1 2.6 2 2 4 5.7 5 1 6 2.8 6 2 8 3.4 19 3.4

対人

23 恋人なし 0 o:o 0 o.o 0 o.o 1 2 3 1.4 4 i 2 7 3.0 10 1.8

24 人 に認め られない 0 o.o 1 3 i 5 13.2 1 1 2 2.9 2 3 5 10 4.7 1 7 2 10 4.2 27 4.8

25 他者への失望 1 1 33.3 1 1 2.6 2 1 3 4.3 5 4 3 12 5.6 10 5 1 16 6.8 33 5.9

26 人間関係での躓き 0 o.o 1 i 1 3 6 15.8 2 1 4 7 10.0 4 1 3 8 3.8 5 2 7 3.0 28 5.0

27 自分の気持ちを表現できない 0 o.o 0 o.o 0 o.o 1 1 2 0.9 2 1 3 1.3 5 0.9

28 人 とつ なが らない 0 o.o 1 1 2.6 1 1 1.4 1 1 3 5 2.3 4 1 5 2.1 12 2.1

孤独

29 孤立感 0 o.o 2 2 5.3 1 a 3 4.3 3 1 2 6 2.8 5 4 1 10 4.2 21 3.8

30 一人 のとき i 1 33.3 0 o.o 0 o.o 3 8 11 5.2 7 5 i 1 14 5.9 26 4.6

31
一人 の食事 やテレビ 1 i 33.3 1 1 2:6 1 1 1.4 1 1 4 6 2.8 4 4 1.7 13 2.3

32 一人暮 ら し 0 o.o 0 o.o 0 o.o 8 8 3.8 5 5 2.1 13 2.3

33 ク リスマス に一 人 0 o.o 0 o.o 0 o.o 2 2 1 5 2.3 2 2 o.s 7 1.3

金銭 34 お金 にまつ わる もの 0 o.o 0 o.o 2 2 2.9 1 1 2 0.9 7 6 1 14 5.9 18 3.2

その他 35 その他 0 0.0 0 o.o 2 2 2.9 3 3 6 2.8 6 4 1 1 1 13 5.5 21 3.8

＼ 総計

%

1 2 3

0.5

100 3 3 3 9 8 12 38

6.8

100 17 17 36 70

12.5

100 51 58 104 213

:1

100 126 86 18 2 2 1 1 236

42.1

100 560

100

100



考 察

1.空 しい体験の年代別の傾向

空 しい体験 の年代別の傾向をみると、小学生時代の空 しさの体験 には、喧嘩やい じめなどに

よる 「人間関係での躓き」や、頑張ったのに誰にも誉めて貰えなかったとか、親や先生に認め

てもらえなかったといった 「人に認め られない」 ことや、有無 を言わさずさせ られる 「行動の

強制」 などが大 きな影響力をもっていることが分かる。つまり、小学生の空 しい体験は、自分

より力の強い他者からの影響を強 く受けているといえよう。

中学生 になって も、やは り 「人間関係での躓 き」 は空 しい体験の最大の要因ではあるが、

「人生の意味」や 「失恋」 など青年期初期 の特有の問題 も大 きくなるようである。また、高校

受験 に際 して空 しさを体験することも多いようである。

高校生になると、将来への目標がはっきり持てないことや、一生懸命に努力 していることが

報われないことに空 しさを感 じるようである。また、クラブ活動 を引退 してしまった り、受験

が早 く終わって しまった りした場合 に、「暇ですることな し」 とい う状況に陥ることが空 しい

体験 に繋がるようである。そして、この時期の特徴 として、「一人のとき」に空 しい体験 をす

ることがあげられる。

大学生 と高校生とでは、「暇ですることなし」、「他者への失望」、「一人のとき」、「努力が報

われない」 という4項 目の割合の高いことが共通 している。「他者への失望」は、高校、大学

と自分 自身の世界が広がるのに伴い、交友関係 も広がってい く中で友人に裏切 られた り、人が

信 じられ なかった りといった体験 をするようになるのではないだろうか。 また、「お金にまつ

わるもの」が多 くなっているのは、大学生になって実家を離れ一人暮 らしを始めて、お金のな

いことが切実な体験となることと関係 していると思われる。

2.空 しい体験の構成要因

本研究の調査結果から、空 しさは、① 「人生の意味」などに代表 されるような 「実存的な問

題」 に対峙 した場合、② 「こうあ りたい」 と願 う理想の 「自己」 とかけ離れた現実の 「自己」

に対する不全感や失望 を抱いた場合、③ 「なんとなく空 しい」 というように 「漠然」 としてい

る場合、④ 「受験勉強や授業」など 「行為」そのものに対 して感 じる場合、⑤何かを成 し遂げ

た後や 「楽 しみの終了時」などいわば 「祭 りの後」的な 「行為後」 と、 してしまったことに後

悔を伴 うような 「行為後」 とに感 じる場合、⑥ 「失恋」 など大切 なものを 「喪失」 した場合、

⑦ 「対人関係」がうま くいかない場合、⑧ 「孤独」だと感 じる場合、⑨ 「金銭」的な問題が生

じた場合に、体験する感情のようである。

空 しさを最 も感 じるのは、「対人関係」が うま くいかない場合(20.5%)で ある。「失恋」

(3.4%)も これに含めることができるかもしれない。また、対人関係のうまくいかなさが、そ

の対局 にある 「孤独」(14.3%)を 意識させることにもなるのであろう。

次 に空 しさを感 じるのは、「自己」に対する不全感である(15.8%)。 「人生の意味」や 「自

分 とは何か」などを問う 厂実存的問題」(14.7%)も 「自己」に向けられた問いである。

「失恋」 を含めた 「対人関係」や 「孤独」(合 計38.2%)は 、いわば他者 を求める気持ちの

不全感である。一方、「実存的問題」や 「自己」(合 計30.5%)は 、自分自身への不全感である。

調査対象者の体験 は青年期 までに限 られ、そ して空 しさの体験年齢は青年期 に集 中している。
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アイデ ンテ ィテ ィの確 立期 にあ たる青年 期 は、「自己」 と 「他 者」 をよ り強 く意識 す る時期 で

もある。 「自己」 に も 「他 者」 にも厳 しい 目を向ける時期 であ り、その理想 と現実 の狭 間で不

全感 を抱 くこ とが多 いの では ないだ ろ うか。 その こ とが、70%近 くの回答者 が 「空 しい」 と

強 く感 じる体験 に繋が っている もの と考 え られる。

参考文献

Plutchik,R.,Themultifactor-analytictheoryofemotion,JournalofPsychology,50,153-171,1960

上杉 喬 感情 イメージの研究 人間科学研究 第3号22-381981

上 杉 喬 感情 イメー ジの研究(H)一 労 働場面 における感情イメージー 人間科学研究 第4号 別冊

29-401983

上杉 喬 感情 イメージの研究(m)一 労 働場面における感情イメージの諸連関一 人間科学研究 第5

号11-201984

上杉 喬 感情イメージの研究(IV)一 対象 による違い と性による違い二 人間科学研究 第11号1-11

1989

上杉 喬 感情イメージの研究(V)-SD法 に よる感情 イメージの検討一 人間科学研究 第20号68-

771998

上 杉喬 ・鈴木賢男 感情 イメージの研究(W)一 感情価 とパーソナ リティ特性 との関連一 生活科学研

究 第22号121-1322000

上 杉喬 ・榧場真知子 ・馬場史津 感情体験 の分析 一嫉妬 ・憎い ・怒 りについて一 生活科学研究 第

24号25-402002

鈴 木賢男 ・鈴木国威 ・上杉喬 感情体験 の分析(H)一 喜 び ・悲 しいについて一 言語 と文化 第15号

2003

高 木秀明 心理学辞,典 有斐閣501-5021999

田島信元 心理学辞典 有斐閣5-61999

矢 野喜夫 発達心理学辞典 ミネルヴァ書房570-5711995

89


